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一般会計当初予算

　

平
成
24
年
第
1
回
臨
時
会
が
2

月
29
日
に
開
催
さ
れ
、す
べ
て
原
案

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
第
1
回
定
例
会
が
、3
月
13
日
〜
3
月
28
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。議
案
第
22
号
は
否
決
、請
願
第

1
号
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ
以
外
の
議
案
・

決
議
・
諮
問
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、原
案
可
決
・
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
第
１
号  

専
決
処
分
の
承
認

に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
の

負
担
軽
減
お
よ
び
復
興
に
向
け
た

取
組
み
の
推
進
を
図
る
た
め『
震

災
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
』が
施
行
さ
れ
、ま
た
関
係
法

律
で
あ
る
地
方
税
法
も
一
部
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、本
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
た
こ
と
に
よ
り
専
決
を
し
た
の

で
、こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

議
案
第
２
号  

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

平
成
23
・
24
年
度
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業 

宝
見
団
地
建

築
主
体
工
事（
1
工
区
）の
契
約
を

承
認
し
ま
し
た
。

議
案
第
３
号  

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
事
業 

弁
城
小
学
校

屋
内
運
動
場
改
築
工
事（
建
築
主

体
）の
契
約
を
承
認
し
ま
し
た
。

議
案
第
４
号  

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
事
業  

赤
池
中
学
校

仮
校
舎
建
設
・
解
体
工
事
の
契
約

を
承
認
し
ま
し
た
。

3月
定例報告
３月
定例報告
３月
定例報告

審議議案審議議案

議案第6号 福智町営住宅条例の一部を改正する条例について
公営住宅法の改正に伴い条例を一部改正し、また町営住宅建替えに伴い所在地
等の変更をしました。

議案第5号 福智町企業誘致条例の一部を改正する条例について
企業等の誘致が促進されるように、工場等設置奨励金及び雇用促進奨励金の優
遇措置を盛り込んだ条例へ改正しました。

議案第7号 福智町水道事業の剰余金の処分等に関する条例について
地方公営企業法の一部改正に伴い、条例を制定しました。

議案第8号 町道路線の廃止について
道路改良工事に伴う終点変更のため、丸山堤防線(伊方)を廃止しました。

松本飛石線支線1号線ほか３路線の道路を改良するため、今回認定を行いました。
議案第9号 町道路線の認定について

予算の総額から3億4,260万5千円を減額し、総額が158億2,671万2千円となりました。
議案第10号 平成23年度福智町一般会計補正予算（第４号）について

議案第11号 平成23年度福智町同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）について
予算の総額に3,073万9千円を追加し、総額が1億8,799万円となりました。

議案第12号 平成23年度福智町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
予算の総額から3,446万9千円を減額し、総額が38億3,179万5千円となりました。

議案第13号 平成23年度福智町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
予算の総額から1,677万円を減額し、総額が2億6,180万4千円となりました。

議案第14号 平成23年度国民健康保険福智町立診療所事業特別会計補正予算（第３号）について

議案第15号 平成24年度福智町一般会計予算について

議案第16号 平成24年度福智町同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について

議案第17号 平成24年度福智町国民健康保険特別会計予算について

議案第18号 平成24年度福智町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第19号 平成24年度国民健康保険福智町立診療所事業特別会計予算について

議案第20号 平成24年度福智町水道事業会計予算について

議案第21号 平成24年度田川郡町村公平委員会特別会計予算について

予算の総額から3,003万3千円を減額し、総額が7億8,079万円となりました。

議案第22号 福智町監査委員の選任について 監査委員の選任は否決されました。

諮問第1号～3号 福智町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の候補者として、荒木完治氏・山村光政氏・香月強氏を適任と認めました。

請願第1号 障害者福祉についての新たな法の制定に関する意見書提出を求める請願書 継続審査となりました。

陳情第1号 大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める陳情書 採択され、国に意見書を提出しました。

発議第1号 公有財産に関する決議 公有財産の取得や処分等に関して適性を図るため、福智町に対して決議を行いました。

※予算の総額は２ページに掲載しています。

一　般　会　計

会　　計　　名 平成24年度 平成23年度 増減額 前年比（％）

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

町   立   診   療   所   事   業

田川郡町村公平委員会

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

同和地区住宅新築資金等貸付事業

148億4,868万円

1億5,725万円

40億1,932万円

2億7,857万円

8億2,149万円

127万円

5億6,930万円

5億6,930万円

1億665万円

2億5,369万円

145億4,054万円

1億1,654万円

42億3,985万円

2億8,699万円

8億66万円

118万円

5億7,368万円

5億7,368万円

1億3,746万円

2億5,814万円

▲3億814万円

▲4,071万円

2億2,053万円

842万円

▲2,083万円

▲9万円

438万円

438万円

3,081万円

445万円

▲ 2 .1

▲ 25.9

5 .5

3 .0

▲ 2 .5

▲ 7.1

0.8

0.8

28 .9

1.8

歳入 歳出

第
１
回

臨
時
会
報
告

臨
時
会
報
告

臨
時
会
報
告

水

道

会

計

企

業

会

計

特

別

会

計

［単位：万円］

［単位：百万円、％］平成24年度 一般会計当初予算の状況

平成24年度 一般会計当初予算

145億4,054万円145億4,054万円

地方特例
交付金ほか
12

（0.0%）
使用料・手数料

470
（3.2%）

分担金・負担金
147

（1.0%）

国庫支出金
1454

（10.0%）

自動車取得税
交付金
30

（0.2%） 財産収入
151

（1.0%）
繰入金
524

（3.6%） 諸収入
217

（1.5%）

地方譲与税
108

（0.8%）

地方消費税
交付金
196

（1.4%）県支出金
866

（6.0%）

町債
3188

（21.9%）

地方交付税
5693

（39.2%）

町税
1479

（10.2%）

平成24年度一般会計当初予算は、対前年度3億814万円減の145億4,054万円となっています。
歳入では、町税が2,9%減の14億７千９百万円、地方交付税が2,6%増の56億９千３百万円、地
方債が1,6%増の31億８千８百万円、また基金繰入金は21,1%増の５億２千４百万円となっています。
次に歳出では、人件費が5,9%減の23億６千万円、普通建設事業費が3,0%減の33億９千７百万
円となっています。主な建設事業の内訳は、赤池中学校改築事業16億２千７百万円、神崎保育所改
築事業３億２百万円、町道整備事業５億５千７百万円です。
最後に基金、地方債の状況ですが、預貯金にあたる各種基金の23年度末現在高見込みは138億
9,162万円、また借金にあたる地方債の23年度末現在高見込みは236億4,455万円となっています。

予備費
20

（0.1%）

災害復旧
事業費
5

（0.0%）

投資・出資
貸付金
187

（1.3%）

繰出金
861

（5.9%）

基金積立金
144

（1.0%）

補助費等
1444

（9.9%）
維持補修費
253

（1.8%）
物件費
1340

（9.2%）

普通建設事業費
3397

（23.4%）

公債費
2467

（17.0%）

人件費
2360

（16.2%）

扶助費
2062

（14.2%）

会計別予算比較表
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■
福
智
町
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

問　

ふ
じ
湯
の
里
太
陽
熱
設
備
導
入
工
事
で
１
億

２
千
４
８
０
万
円
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
。

答　

す
で
に
設
置
し
て
い
た
日
王
の
湯
の
太
陽
熱

設
備
に
故
障
が
発
生
し
、そ
の
効
果
が
検
証
で
き

て
い
な
い
中
で
、同
内
容
の
工
事
を
す
る
こ
と
は

控
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
判
断
で
減
額
を
し
た
。

現
在
、太
陽
熱
の
技
術
が
進
歩
し
て
い
る
の
で
、平

成
24
年
度
に
今
後
の
活
用
を
検
討
す
る
。

問　

防
災
行
政
無
線
設
備
整
備
工
事
費
が
９
千
９

７
６
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
。

答　

方
城
地
区
の
み
が
ア
ナ
ロ
グ
の
旧
式
防
災
無
線

だ
っ
た
。今
年
度
デ
ジ
タ
ル
に
変
更
す
る
際
、使
用
し

て
い
た
部
品
が
使
え
た
た
め
、減
額
と
な
っ
た
。

問　

日
王
の
湯
に
入
湯
税
を
返
還
し
て
い
る
の
か
。

答　

入
湯
税
の
返
還
で
は
な
く
、旧
金
田
町
の
と

き
か
ら
経
営
の
安
定
化
を
目
的
と
し
て
８
０
０
万

円
を
助
成
し
て
い
る
。ふ
じ
湯
の
里
は
、こ
れ
ま
で

が
赤
字
経
営
で
は
な
か
っ
た
の
で
予
算
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。

問　

今
は
、ふ
じ
湯
の
里
も
赤
字
傾
向
だ
が
同
じ

取
り
扱
い
に
す
る
の
か
。

答　

日
王
の
湯
と
ふ
じ
湯
の
里
の
経
営
を
一
本
化

に
す
る
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、経
営
改
善
を
目
指

し
た
い
。

■
平
成
24
年
度

　

福
智
町
一
般
会
計
予
算
の
内
容

問　

町
内
表
示
サ
イ
ン
新
設
改
良
工
事
５
１
３
万

５
千
円
の
内
容
は
。

答　

15
箇
所
の
新
設
を
考
え
て
い
る
。

意
見　

目
立
つ
サ
イ
ン
の
設
置
を
お
願
い
す
る
。

問　

緊
急
雇
用
対
策
創
出
事
業
委
託
料
１
千
９
１

４
万
８
千
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、主
な
目
的
は

雇
用
の
促
進
に
な
る
と
思
う
が
、町
内
で
募
集
を

す
る
の
か
。

答　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
の
雇
用
と
な
っ
て

い
る
が
、で
き
る
だ
け
町
内
の
方
を
雇
用
し
た
い
。

問　

今
年
度
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
助
成
金

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
度
は
効
果
が

あ
っ
た
の
か
。

答　

商
工
会
か
ら
は
、か
な
り
地
元
に
効
果
が

あ
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

問　

平
成
筑
豊
鉄
道
へ
の
助
成
金
が
増
え
て
い

る
が
。

答　

大
幅
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を
お
こ
な
い
、運
行

本
数
を
減
ら
す
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
る
が
、

赤
字
経
営
が
続
き
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。今
回
、１
億
５
千
万
円
を
関
係
市
町
村
で
負

担
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、福
智
町
は

約
１
千
７
０
０
万
円
の
負
担
と
な
る
。

問　

観
光
を
重
視
し
た
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、そ
の
内
容
は
。

答　

観
光
協
会
設
立
に
向
け
た
事
務
局
の
体
制

づ
く
り
、準
備
会
で
の
会
議
諸
費
用
、講
師
謝
礼

等
、特
産
品
開
発
に
向
け
た
材
料
費
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

問　

温
泉
施
設
の
修
繕
費
の
説
明
を
。

答　

風
呂
等
の
修
理
で
日
王
の
湯
が
約
３
０
０

万
円
、ふ
じ
湯
の
里
が
約
１
２
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

問　

温
泉
施
設
か
ら
の
要
求
で
予
算
を
組
ん
で

い
る
の
か
。

答　

施
設
が
見
積
り
を
出
し
、そ
れ
を
精
査
し

て
予
算
計
上
し
て
い
る
。

問　

教
育
指
導
主
事
の
雇
用
形
態
は
。

答　

小
学
校
の
英
語
教
育
を
充
実
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
、英
語
教
員
１
名
を
常
勤
で
雇
用
し
、

拠
点
を
市
場
小
学
校
に
置
き
、全
小
学
校
に
対

し
て
授
業
等
を
行
う
。

問　

今
ま
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
指
導
主
事
の
業

務
と
し
て
、指
導
等
を
行
っ
て
い
た
と
思
う
が
、

今
後
は
い
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

答　

平
成
24
年
度
は
い
な
い
が
、今
後
、学
力
の
低

下
や
教
職
員
の
指
導
方
法
な
ど
に
関
し
て
、指
導

で
き
る
現
職
で
校
長
や
教
頭
職
に
あ
た
る
方
を
配

属
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

意
見　

少
人
数
学
級
で
先
生
が
増
え
て
も
、学
力

向
上
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
。分
校
な
ど
は

少
人
数
を
指
導
し
て
い
る
が
、皆
が
学
力
が
高
い

と
は
限
ら
な
い
と
思
う
。や
は
り
、先
生
の
資
質
や

指
導
力
が
大
き
い
。指
導
主
事
を
常
駐
さ
せ
る
考

え
も
分
か
る
が
、要
は
中
身
な
の
で
、十
分
考
え
て

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

地
区
集
会
所
設
計
管
理
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、ど
こ
の
公
民
館
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

生
力
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、緑
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
、下
神
崎
、人
見
集
会
所
の
改
修
工
事
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

滞
納
が
か
な
り
あ
る
。徴
収
を
強
化
す
る
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

各
課
が
そ
れ
ぞ
れ
努
力
は
し
て
い
る
。で
き

れ
ば
課
な
ど
関
係
な
く
、全
職
員
が
滞
納
の
解
消

に
向
け
て
、力
を
一
つ
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
て
い
る
。

■
平
成
24
年
度

　

福
智
町
一
般
会
計
予
算
の
内
容

問　

民
生
委
員
の
任
期
は
何
年
か
。ま
た
体
の
具
合

等
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、交
代
が
で
き
る
の
か
。

答　

任
期
は
３
年
と
な
っ
て
い
る
。業
務
に
差
し

支
え
が
あ
る
場
合
は
、次
期
候
補
者
を
地
区
に
相

談
し
て
推
薦
を
し
て
い
た
だ
き
、推
薦
委
員
会
に

か
け
て
、決
定
と
い
う
形
に
な
る
。

問　

地
域
社
会
安
心
確
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
委

託
料
４
０
０
万
円
の
説
明
を
。

答　

心
配
ご
と
相
談
や
か
え
る
の
学
校
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
事
業
や
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
教
室
、子
育
て
サ
ロ
ン
日
本
語
教
室
、ふ
れ
あ
い

安
心
箱
配
布
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
金
３
８
１
万
４
千
円

と
あ
る
が
、人
数
は
何
人
い
る
の
か
。

答　

ク
ラ
ブ
数
は
65
あ
り
、会
員
数
は
３
千
９
５

３
人
い
る
。

問　

天
郷
荘
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
方
に

は
、民
間
移
譲
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

今
議
会
で
説
明
後
に
、入
所
し
て
い
る
方
や

ご
家
族
に
説
明
を
し
た
い
。

問　

納
骨
堂
敷
地
草
刈
業
務
委
託
料
１
０
０
万
円

と
あ
る
が
、納
骨
し
て
い
る
方
に
草
刈
を
し
て
も

ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

答　

地
域
と
話
し
、そ
う
い
う
方
向
性
に
持
っ
て

い
き
た
い
。

問　

町
長
の
施
政
方
針
で
、学
童
ク
ラ
ブ
の
対
象

学
年
を
６
年
生
ま
で
延
長
す
る
と
あ
っ
た
が
、場

所
な
ど
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答　

市
場
、上
野
小
学
校
は
独
自
の
施
設
が
建
っ

て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
空
き
教
室
な
ど
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、６
年
生
ま
で
広
げ
た
と
き
に
部

屋
が
狭
く
な
る
。ま
ず
は
希
望
者
の
数
を
把
握
し

て
、施
設
を
考
え
た
い
。

意
見　

施
設
の
面
な
ど
で
準
備
が
整
っ
て
い
な
い

の
に
、町
長
は
発
言
を
す
る
の
で
、い
か
に
も
出
来

る
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
。確
定
し
て
か
ら
発
言

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

あ
る
方
が
、児
童
公
園
の
こ
と
で
役
場
に

問
い
合
わ
せ
を
し
た
ら
、た
ら
い
回
し
に
さ
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。改
善
の
要
望
を
し
て
い
た

が
、そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答　

公
園
等
の
場
合
は
判
断
が
難
し
い
場
合
も

あ
り
、ま
だ
改
善
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、き
ち
ん

と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

第
一
保
育
所
の
今
後
は
。

答　

平
成
24
年
度
中
に
、民
間
移
譲
と
い
う
形

で
結
論
を
出
し
た
い
。

意
見　

今
年
度
は
、定
員
60
人
を
超
え
そ
う
な

人
数
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
中
、老
朽
化

が
非
常
に
激
し
く
な
っ
て
お
り
、ま
ず
は
建
て

替
え
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
地
域
の
方
と
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

汚
水
処
理
施
設
使
用
料
と
し
て
３
千
２
４

０
万
円
の
歳
入
が
あ
り
、歳
出
で
１
千
３
４
６

万
６
千
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。余
っ
た
お
金

は
ど
こ
に
い
っ
て
い
る
の
か
。

答　

一
般
財
源
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、施

設
の
修
繕
等
に
も
使
用
し
て
い
る
。

問　

汚
水
使
用
料
は
５
１
４
０
円
、水
道
代
は

５
１
８
０
円
で
、ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
お
り
非

常
に
高
く
感
じ
る
。当
初
は
構
成
世
帯
数
も
少

な
か
っ
た
が
、現
在
は
増
え
て
い
る
。今
後
、ぜ

ひ
金
額
等
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答　

現
状
よ
り
安
く
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

■
平
成
24
年
度

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
の
内
容

問　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
を
上
げ
る
た
め

に
、ど
の
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

前
年
度
ま
で
は
受
益
者
負
担
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
５
０
０
円
取
っ
て
い
た
が
、今
年
度
よ
り

無
料
と
し
、そ
れ
を
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

■
平
成
24
年
度

　

水
道
事
業
会
計
予
算
の
内
容

問　

高
尾
地
区
で
鉛
管
の
入
れ
替
え
を
し
た
と
思

う
が
、上
野
の
原
田
町
に
も
鉛
管
が
あ
る
の
で
調

査
を
依
頼
し
て
い
た
が
。

答　

ま
だ
現
地
を
確
認
し
て
い
な
い
の
で
、確
認

次
第
結
果
を
報
告
す
る
。

■
請
願
第
１
号

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
の

　

新
た
な
法
の
制
定
に
関
す
る

　

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書

意
見　

２
０
１
０
年
に
改
正
障
害
者
支
援
法
が
成

立
し
、今
年
度
の
４
月
か
ら
施
行
と
な
っ
て
い
る
。

改
正
さ
れ
た
中
で
、新
た
な
法
律
を
制
定
し
な
く

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

意
見　

時
間
を
か
け
て
審
議
し
て
は
ど
う
か
。

※

障
害
者
自
立
支
援
法
が
平
成
24
年
４
月
１
日
に

改
正
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、今
回
は
結
論
を
出
さ

ず
、継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
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▲ 委員会審議風景

委員会報告委員会報告委員会報告 各常任委員会で審議した、主な質疑応答・意見などを紹介します。

■
平
成
24
年
度

　

福
智
町
一
般
会
計
予
算
の
内
容

問　

生
活
相
談
員
賃
金
は
平
成
24
年
度
限
り
と
の

こ
と
だ
が
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

答　

旧
特
開
の
事
業
の
相
談
員
で
あ
り
、内
容
と

し
て
は
就
労
者
だ
っ
た
方
の
再
就
職
先
等
の
支

援
、相
談
を
す
る
。

問　

転
作
奨
励
補
償
金
、農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
推
進
事
務
費
補
償
金
に
つ
い
て
、国
、県
が

大
き
な
補
償
金
を
支
出
し
て
い
る
が
、町
も
独
自

で
支
出
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

転
作
奨
励
金
と
し
て
、国
か
ら
は
１
反
５
万

円
が
各
地
区
に
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、協
議
会
の

中
で
は
１
反
６
万
円
の
助
成
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、差
額
の
１
万
円
分
を
町
が
支
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

問　

農
村
環
境
整
備
工
事
費
の
内
容
は
。

答　

農
道
、
水
路
、
井
堰
の
新
設
改
良
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

問　

道
路
台
帳
修
正
業
務
委
託
料
と
あ
る
が
、職

員
で
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

答　

福
智
町
の
町
道
は
約
９
１
０
路
線
あ
り
、こ

の
町
道
を
改
良
・
新
設
等
し
た
場
合
、そ
の
都
度

の
修
正
が
生
じ
る
。こ
の
台
帳
が
基
本
と
な
り
交

付
税
の
算
定
に
も
な
り
、ま
た
高
度
な
測
量
も
必

要
と
な
る
の
で
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
て

い
る
。

問　

用
地
購
入
費
と
補
償
費
の
場
所
の
説
明
を
。

答　

用
地
購
入
は
、赤
池
地
区
で
は
輝
ヶ
瀬
水
落

線
、金
田
地
区
で
は
平
原
住
宅
団
地
糸
田
線
と
堀

川
古
谷
線
、方
城
地
区
は
弁
天
八
幡
線
、矢
久
保

線
、人
見
矢
久
保
線
、湧
渕
伊
方
橋
線
、塚
口
野
添

線
、丸
山
堤
防
線
の
９
件
に
な
る
。補
償
費
に
関

し
て
は
輝
ヶ
瀬
水
落
線
で
６
千
万
円
の
予
算
計
上

を
し
て
い
る
が
、こ
の
予
算
の
範
囲
内
で
交
渉
し

て
い
き
た
い
。

問　

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
公
園
維
持
管
理
は
、ど

こ
に
委
託
し
て
い
る
の
か
。

答　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

問　

ヒ
ノ
キ
林
が
あ
る
法
面
は
、山
芋
等
を
掘
っ
た

ま
ま
の
状
態
と
な
っ
て
お
り
、危
険
を
感
じ
る
が
。

答　

グ
ラ
ン
ド
や
遊
歩
道
等
は
管
理
を
し
て
い
る

が
、法
面
に
つ
い
て
は
管
理
を
し
て
い
な
い
。

意
見　

管
理
外
と
は
い
え
、遊
歩
道
付
近
の
法
面
で

危
険
を
感
じ
れ
ば
、気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

下
排
水
路
整
備
工
事
費
の
箇
所
は
。

答　

大
浦
地
区
、獺
ヶ
谷
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

問　

平
原
団
地
解
体
工
事
の
時
期
は
。

答　

計
画
と
し
て
は
、４
月
に
申
請
し
、６
月
下

旬
か
７
月
に
全
戸
解
体
の
予
定
。

問　

解
体
後
の
敷
地
は
、何
か
利
用
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

利
用
目
的
に
つ
い
て
は
、協
議
を
し
た
い
と

思
う
。

問　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事
の
場
所
は
。

答　

赤
池
地
区
の
伏
原
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
助
成
金
の
内
容
説
明
を
。

答　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具
購
入
費
の
助
成
金
。

問　

合
併
特
例
債
と
過
疎
対
策
債
の
使
い
分
け

は
、ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答　

合
併
特
例
債
は
地
域
間
格
差
を
埋
め
る
た
め

に
使
用
さ
れ
、そ
れ
以
外
は
過
疎
対
策
債
を
使
用

し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
案
件

問　

現
在
、河
川
敷
に
遊
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、反
対
側
に
も
設
置
計
画
が
あ
っ
た
と
思
う
が
。

答　

合
併
前
の
計
画
に
な
る
が
、彦
山
川
と
中
元

寺
川
の
合
流
点
が
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
も
な
っ
て
い

る
の
で
、遊
歩
道
や
駐
車
場
の
整
備
も
含
め
、国
土

交
通
省
に
強
く
要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

工
事
完
了
後
の
検
査
は
点
数
制
等
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　

福
智
町
独
自
で
業
者
の
評
価
を
し
て
い
る
。

問　

工
事
の
工
期
が
、正
当
な
理
由
な
く
し
て
延

び
た
場
合
は
、ペ
ナ
ル
テ
ィ
等
あ
る
の
か
。

答　

現
在
は
口
頭
注
意
の
み
だ
が
、今
後
は
協
議

を
し
対
応
を
考
え
た
い
。

意
見　

厳
し
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

委
員
長
　

矢
野
博
文

副
委
員
長
　

大
島
勇
夫

委
　

員
　
　

朝
部
　

壽
　

渡
邉
文
敏
　

木
村
幸
治

　
　
　
　
　

日
比
生
洋
一  

属
　

公
弘
　

安
永
榮
一

調査特別
委 員 会
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＜ 調査結果 ＞
問題点
❶沿線住民８名に対し２名だけ補償費を支払っている。
❷Ａ氏の補償費は、道路嵩上げに伴う家屋の鉱害復旧が完了しているのに、改めて道路嵩上げに

対する付帯構造物事業損失補償費として、乱れ積み石垣の補償費を支払っているが工事は施工
されていない。

❸Ｂ氏の補償費は、ブロック積塀、ネットフェンスの撤去新設が補償費の対象物件となっているが、
町の道路改良工事の中で行われているのにも関わらず、個人に対象物件の補償費を支払ってい
る。また補償費の対象となっている嵩上げ工事は施工されていない。

総　括
平成23 年10 月第４回臨時会において、調査特別委員会が設置され、10 月19 日第１回委員会

を開催し、関係資料の調査や現地での聞取り調査及び証人尋問等の委員会を14 回にわたり開催
した。その中で、関係者の証言をもとに関係資料をつぶさに調査した。

当該道路は昭和56 年６月30 日に鉱害認定を受け、それに伴う家屋の鉱害復旧事業が行われ、
平成14 年３月31日石炭六法失効後旧方城町へ引き継がれたが、道路の嵩上げに関係者の同意
が得られなかった。平成18 年５月地元行政区より要請書が出され、平成21 年６月定例会に請願
が提出され採択された。平成21 年12 月16 日に地元説明会で沿線関係者の施工同意を得て、平
成22 年度に工事が完了した。しかし、２名の関係者については算定ができていない理由で、後日
説明を行い多額の補償費が支払われるようになった。その事は他の沿線関係者は知らず、現地調
査においても不公平感が噴出した。また、補償の対象物件の工事を実施するかしないかは、工事
に支障がない限り個人の意思であるということである。

この事案は、町長は長年未解決であった鉱害復旧事業を、早急に決着を付けたいがために安易
に補償費という形で決断したといえる。その結果、公平公正性及び公共性に欠け、また当調査特別
委員会が設置されなければ、多くの町民はこの事実を知らないままであった。

この委員会の指摘により公になったことは、議会としての一役を果たしたが、この様な町長の
姿勢による政策には信頼性がなく、委員会の中では住民監査請求の声も出た。

旧町の鉱害復旧事業と今回の道路改良工事は関連があるにもかかわらず、業務の引継ぎがされ
ていない事項や、補償費を支払うこととなった経緯などに疑問が生じた。委員会はこのような不透
明な町長の施策が行われないように、執行部にも公明正大な町政を強く望む。

以上の報告をもって、平成23 年10 月19 日に設置された、古門高木橋線道路改良工事に関す
る調査特別委員会（100 条委員会）を終結する。

■ 古門高木橋線道路改良工事に関する所感 ■

調査特別委員会  委員長　矢 野　博 文　
当調査特別委員会は14 回開催され、書類調査、現地調査、14 名の証人尋問を行いましたが、東

中専用水道組合に専用水道移転補償費として570 万6,750 円、Ａ氏に付帯構造物事業損失補償
費として1,000 万7,800 円、Ｂ氏に工作物移転補償費として259 万9,700 円支払いがされてい
る。平成23 年12 月８日及び14 日の委員会では、 Ａ氏Ｂ氏の両氏とも、町に補償費を要求も請求
もしていない。しかし、町は要求も請求もされていないのに両氏に補償費1,260 万円を支払ってお
り、地元対策費として２名のみに、何故このような大金が動いたのか矛盾を感じ疑惑を拭えません
が、百条委員会の調査に限界を感じざるを得ない状況です。

この事案については住民監査請求も出されていますが、百条委員会での権限外ですので、今後
は静かにこの問題を見守っていく所存です。
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副委員長　大 島　勇 夫　　　　　
福智町が誕生して早や６年。平成の大合併で田川の郡市で先陣を切って合併の雄叫び上げて、プラス・

マイナスは別にして、一度は再建団体に落ちた町同士で心機一転、合併して新しい町おこしをと・・・。
行政と議会が中心に立ち上って来たはずなのに、僅か６年たらずして、あってはならない調査特別委員会
が、しかも４回も！　先ずもって町民の方々に行政と議会のゴタゴタで大変な迷惑をかけていることを、
お互いが反省をしなければならないと思っている。

他町村から見ても、この様な事態がいつまでも続くと笑い者になりかねないと案じているが、その為
にも、一日も早く正常化して、町民の方々に安心していただく様に、行政と議会が腹を割って、議長を中心
に前向きに話し合って行くべきだと強く感じて止まない。

因みに、行政のトップであるはずの町長が、議会に疑いをもたらす様な発言と行動を起こさなければ、
ここまでに事が大きくエスカレートしなかったはず。例えば、旧赤池町立病院跡地売却問題では、ずい
道、のり面、リハビリ棟の無償により公有財産を更に安価で売却しているが、私は決算特別委員会の中で、
ある課長が「建物については二束三文の価値観しかないので、無償で売却に含む」と言った言葉が・・・。
また購入者の施設オーナーは、リハビリ棟の建物が目的で用途を考えた上で、土地と共に買う事を決め
たと言う事なのに。また百条委員会で調査中にも関わらず、町長は自身の最も信頼されている方を同伴し
て、議長に個別で養護老人ホーム天郷荘を民間譲渡する話を持ってくるなど、議員はもとより町民も呆れ
返っていると思う。

４度目の百条委員会、古門高木橋線道路改良工事に関する調査特別委員会の調査では、現地の方々
からは、地域の為には最も良い工事と喜んでおられる声を聞くが、二人の方だけが補償金をもらっている
事を知り、何故そんな不公平な事が、また一方で「これだけ便利になり環境的にも良くなったのに、どうし
て一部の人だけがお金を」と言われたのが印象的だった。また証人尋問の中で「浦田町長を私は皆さん
が知っておるように誕生させた一人です」と言われた言葉が未だに耳に残っている。行政側は補償の対象
物件の工事を実施するかしないかは、工事に支障がない限り個人の意思であると言うが・・・。行政側は
誰も腹が痛まないかもしれないが、町民の財産を管理する守る立場でありながら、余りにもこうした姿勢
に憤りを感じ責任を問われてもしかたないと思う。

中には事の発端は重々分かっていても、その事を言えない人達もおられる訳ですが、ここは取り分け
しがらみに囚われず、是々非々をとうして良いものは良い悪いものは悪いと反省する所は素直に反省し、
お互いが住民の代表である事を自覚し、一日も早い健全な福智町に切り替える様に努力しなければなら
ないと思う。

委員　　朝 部　　 壽　　　　　　
福智町が誕生して早６年が経過し、浦田町政の２期半ば町民にとってどの様に映っているのだろうか。

　町民の皆様もご存知のとおり、昨年の９月定例会に於いて、旧赤池町立病院跡地売却に関する問題、
そして、今回の古門高木橋線道路改良工事での不当で多額な補償費（２軒）の支払いがおこなわれたのか。
９月定例会以降に臨時会が開催され百条委員会が設置されたところです。

委員会は、14 回に渡り調査した結果、２名の方に補償費を支払っており、 行政に対してなんの要求も
請求もしておらず、２軒で1,260 万7,500 円を支払っている。

今回の鉱害復旧工事の地元説明会に於いて、区長を初め関係各位に（２名を除く）よると補償費につ
いては、全く知らなかったと証言している。地元聞き取り調査で他の町民は、何故２名だけなのかとご立
腹であった。正直な気持ちであろう。

ある職員の証言によると、町長に多額な補償費を支払って良いのですかと苦言を呈したと言う。それで
も町長は、耳を貸さず独断専行で物事を進めている。

従って、今回の２件の百条委員会のうち、旧赤池町立病院跡地売却に関する問題は、住民訴訟が係争
中であり、今回の古門高木橋線についても４月中には、住民訴訟の運びである。いずれ２件の住民訴訟
は、司法の場でも結果は出ると思うが、敗訴となったときの町長の責任は？

福智町にとっては大きな汚点であり、また、水道漏洩、公共工事の談合問題、そして度々出される怪文
書等々問題は、山積している現状を踏まえ、一日も早く町民に対し説明責任を果たし、平穏な町づくりに
全うして頂きたいと願うのは私だけでしょうか・・・
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委員　　渡 邉　文 敏　　　　　　
福智町が施工した古門高木橋線道路改良工事に伴い、工事補償費を二軒の方だけに支払っているこ

とが分かった。
二軒の方とも、補償費などは一度も請求していないと証言しています。
また、一軒の方は、浦田町長を選挙のときに応援したことを証言しています。
町道古門高木橋線は、昭和56 年６月に道路が鉱害認定になり、その後、道路に隣接する家屋が道路

の連携で鉱害認定になりました。その為、道路に隣接する家屋は、道路の上げ高が基準となって、居宅・
倉庫等の地上げ工事がなされています。その際、宅地側には道路の上げ高に合わせてコンクリート擁壁
がされています。従って、この道路に隣接する10 軒位の家屋は、地上げをし、家屋等の復旧をしたことで、
補償費はその時点で済んでいます。

中古門区長の証言では、平成21 年12 月16 日午後７時から、中古門公民館で地元説明会が全員出席
のもと開催されましたが、「補償費ということは一切でておりません」と発言されています。

このような事から、町長は何のために二軒の方だけに補償費を出したのか、全く意味不明であります。
本町の財政状況が逼迫している中、町長は独断で町民の財産を浪費していることは重大な問題であり

ます。
現在、裁判中の旧赤池病院跡地売却に関する事件でも、町民の財産を不当に安い価格で売却し、町民

に損害を与えた上、今度は古門高木橋線道路改良工事に伴い、二軒の方に、合わせて1,260 万7,500
円の工事補償費を支払った事は、自らの地位を利用した違法な行為である。

町に与えた損害は大きな物であり、背任行為であると考えます。

委員　　木 村　幸 治　　　　　　
当該事案はそもそも道路鉱害復旧を、昭和56 年6 月30 日に認定を受け、それに伴う家屋鉱害復旧

工事が行われたが、道路復旧工事については一部地権者の鑑賞池等の補償関係で同意が得られず、未実
行のまま平成14 年石炭六法が失効し方城町役場へ引き継がれた。

その後、三町合併により福智町へ
・ 平成21 年  6 月　地元行政区より古門高木橋線道路嵩上げ工事の請願書提出を受け　採択
・ 平成21 年 12 月　地元説明会開催　沿線関係者施工同意頂く
・ 平成22 年  1 月　同工事第二工区　工事請負契約
 工　　期： 自 平成22 年1 月28 日 〜 至 平成22 年5 月21日
 完成検査： 平成22 年5 月21日
・ 平成22 年  5 月　同工事第一工区　工事請負契約
・ 平成22 年10月　同工事請負変更契約　増額4,193,700 円
 工　　期： 自 平成22 年5 月26 日 〜 至 平成22 年10 月31日
 完成検査： 平成22 年11 月4 日
今回問題になった補償費について８名14 カ所の内１名Ａ氏に平成22 年12 月27 日に事業損失補償

費として１千万７千８百円支払い。その後、他の人Ｂ氏にフェンス他に対し補償費として平成23 年3 月
25 日に259 万9 千7 百円支払い。

調査特別委員会証人尋問並びに参考人招致等により、Ａ氏について乱れ積み石垣の景観を損ねた等
の理由で解体新設の費用として支払う内容であった。しかし過去に今回の鉱害関連で住宅を復旧した時
点に乱れ積み石垣をついており、はなはだ理解し難い。最初は養殖池の損失補償であった物が、いつの
間にか内容が変わっている。

又Ｂ氏ついて、本来フェンスは道路縁に、旧占有者が町の同意を得て設置、今回工事において本工事
施工業者が施工に支障きたすとして撤去、工事完了後新規に設置されているにも関わらず、フェンス及び
ブロック積みとの名目で支払っており理解出来ない。

何れの補償費も工事施工の見積もりで有りながら施行されていない。町も施工してもしなくても良い
と伝えたとの証言。

補償費受取側２名とも自分から補償費は要求していないとの証言。
調査特別委員会として真相解明に限界を思いしるが、補償費の支払いは明らかに不当で町民の理解を得
られず、あってはならない事である。何らかの支払わなければならない事柄が合ったと想像するが、突き
止められなかった。
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委員　　日 比 生　洋 一  　　　　

昭和56 年に道路関連で鉱害認定を受け、家屋等を新築し擁壁も同様に新しくやり直していた。当然、
道路関連であるので道路の嵩上げ高まで擁壁をし、乱れ積み石垣が埋まる事の条件で当時は鉱害復
旧をしている。

従って、鉱害復旧により家屋、擁壁等が、その当時に補償されたのに、今更、古門高木橋線の沿線関係
者数軒の中で、この２軒に対してだけ、1,260 万円の補償をするのは許しがたい事と、又、すべきことで
はないと思います。

因みに私事ではありますが、私の家も道路関連で新築復旧をして擁壁の乱れ積み石垣が半分近く埋
まりましたが、補償というものが全くありませんでした。

委員　　属  　公 弘　  　　　　　

近年稀にみる、二件の百条委員会のうち、皆様もご承知の様に「旧赤池町立病院跡地売却問題」は住
民訴訟が係争中である。 また今回、 百条委員会の結論が出た「古門高木橋線道路改良工事に関する
問題」は、旧方城町時代の昭和56 年に鉱害認定を受け、それに伴う家屋の嵩上げが行われた。しかし
ながら、肝心な道路の鉱害復旧は２名の方と話し合いがつかず、長い間、道路の嵩上げができなかった
が、合併後、平成21 年に関係者との工事の同意が取れ、平成22 年度に工事が施工されたものである。

この年には町長選挙があり、当時の議長も立候補をしたため議長の残任期間を一任されたなか、町
政推進のため、協力もやぶさかではなかったが、まさか町長自身が、この様な間違った采配を職員に指
示していたとは思いもよらなかった。こと個々に至っては、議会また決算特別委員会に対し、町長以下関
係職員が、 詳細な補償金額を提示しなかったことに尽き、その結果、 町民の方が知ることのないまま
工事が完了してしまった。

百条委員会で伺った地元の方の聞き取り調査では、この道路が整備されたことへの感謝の言葉とは
裏腹に、 ２名の方に支払われた補償については誰も知らず、 地元の方々も大変驚き憤慨されていた。

この道路を嵩上げするのに、なぜ鉱害復旧で改良された塀に補償費を支払うのか。なぜこの道路改
良工事の際に撤去されたネットフェンス等の補償が含まれ、補償金額が膨らんだのか。しかも、補償金
の算定工事は何もされていないのが実状である。

しかし、町長はこの問題解決のために、要求も請求もされていない補償費1,260 万7,500 円を２名
の方だけに支払っている。この補償費は公金です。良心の欠如につきる。重ねて町長は旧赤池町立病院
跡地売却の件と同様、 議会軽視も甚だしく、 正に町民を愚弄していると言わざるを得ない。

今後は、 司法の場でも賛否を問うことになると思うが、 町民の方々にこの問題の真意を分かってい
ただき、未だ多くの行政財政問題や30 億円を超える滞納がある現状での、 町長のこの様な町政の舵
取りに苦言を呈するものである。

尚、合併６年を経過した福智町は、特例措置のある今現在が、 最も大切な時期であることを、改めて
町民の皆様に申し添えておきたいと思います。

　－ 追　記 －

先般３月議会において、再度、水道漏洩の問題が取り沙汰されましたが、それぞれ関係した者は、充分
反省自粛し、今後二度とこの様な件の無い様、襟を正した行動を取って戴く事を強く要望する。  
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委員　　安 永　榮 一　　　　　　

この件は、 ２軒の方に計1,260 万円という多額の補償費を支払っていることが最大の問題点と考え
ます。町は「正当な手続きを取った」と主張していますが、一部の人だけが利益を得、他の多くの町民を
無視しているのではないでしょうか。

百条委員会は、証人尋問など14 回に亘り開催し、調査を行いましたが限界があり、住民監査請求また
は住民訴訟は委員会の権限外ですが、旧赤池町立病院跡地売却問題と同様に、 町民より訴えられるこ
とは町政に大きな問題があると考えます。

議会と執行部は「車の両輪」です。 対立ではなく協調し、町民に対しガラス張りで明瞭な行政運営を
行ってもらいたいと切望します。協力し合い「この町に住んでよかった」と思われるような「町民主体」の
町づくりをしていきましょう。

●古門高木橋線道路改良工事に関する所感 
  議員　　磯 﨑　正 榮　　　　　　

沿線住民８名の内２名に対象物件の補償費を支払っているが、この工事については町主導で補償対
象物件の工事をすべきと思います。その補償内容については公平性に沿った内容を作成した上で地域
住民に知らせるべきであったと思います。

●調査特別委員会（100 条委員会）傍聴所感 
 議員　　髙 津　鶴 己　　　　　　

❶平成23 年10 月、第４回臨時会において 「古門高木橋線道路改良工事に関する調査特別委員会
（100 条委員会）」が設置され、８名の議員によって14 回に亘って委員会が開催されました。

　私は委員会の傍聴に極力参加させていただきましたが、残念ながらすべての傍聴はできませんでし
た。委員の皆さん、そして調査に協力された方々に敬意を表します。

❷ただ何で浦田町長が、高額な補償金を支払ったのか、未だその理由がよくわかりません。
　私有財産は正当な補償の下に、これを公共のために用いることができる（憲法第29条3項）とあり、

正当な補償とは、その当時において成立することを考えられる価格に基づき、合理的に算出された相
当な額とあります。 また、 法律上の原因なく他人の財産又は労務によって利益を受け、そのために他
人に損失を及ぼした者は、その利益の存する限度において、これを返還する義務を負う（民法第703
条）とあります。

❸補償金として1,000 万7,800 円、259 万9,700 円を特定の二人に支払ったことに対し、 その適否
について住民監査請求が出されましたが、  請求後２ヵ月が経過し、監査委員一人では見解が出せな
いとして、今後、行政訴訟が予定さています。予算案や条例案等の段階では、議会の多数決で決するこ
とができますが、行政の裁量で行なった結果について、その主張・見解が対立し、平行線となった場合、
法治国家である日本では裁判による解決しかないと考えます。
堂々と主張・見解を述べ、最終的には裁判官の判断を仰ぐべきであります。 一審の判決を厳粛に受け

　止め、双方ともに控訴・上告されることのないよう切に希みます。
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一 般 質 問

こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
に
問
う
・

福智町議会だより vol.19 11

ここが聞きたい

福智町議会だより vol.1912 

今
年
度
の
教
育
施
策
方
針

が
、前
年
度
と
同
じ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
ま
す
。

【
教
育
長
】

 

基
本
的
な
教
育
の
考
え

方
に
つ
い
て
は
、少
な
く
と
も
３

年
間
は
同
じ
方
向
で
行
い
た
い

と
い
う
考
え
が
根
本
的
に
あ
る

の
で
、昨
年
度
と
今
年
が
ほ
ぼ
同

じ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、全
て
が

同
じ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。小

学
校
、中
学
校
、幼
稚
園
、

保
育
所
も
含
ま
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、今
ま
で
ど
の
よ
う
な

連
携
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
か
。【

教
育
委
員
長
】

 

小
中
連
携
教
育
に
つ
い

て
は
、文
部
科
学
省
か
ら
小
・
中

学
校
が
連
携
し
て
教
育
を
進
め

な
さ
い
、と
い
う
指
示
が
出
て
い

ま
す
。福
智
町
で
は
、小
学
校
を

卒
業
し
中
学
校
へ
行
く
と
き
に
、

小
学
校
で
の
子
ど
も
の
様
子
を

中
学
校
の
先
生
に
し
っ
か
り
把

握
し
て
い
た
だ
き
、ス
ム
ー
ズ
に

生
徒
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ

う
に
連
携
を
し
て
い
ま
す
。ま

た
、中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
に

行
き
、ま
た
小
学
校
の
先
生
が
中

学
校
に
行
き
、お
互
い
の
授
業
を

見
せ
合
い
、討
議
を
し
て
、授
業

の
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
現
在
、小
中
一
貫
に
向
け

て
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
あ
り
ま
す
か
。

【
教
育
長
】

 

小
中
連
携
＝
小
中
一
貫

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、あ
く
ま

で
も
小
中
連
携
の
必
要
性
を
見

比
べ
て
行
っ
て
い
ま
す
。小
中
一

貫
に
関
し
て
は
、検
討
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
こ

１
年
間
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。し
か
し
、教
育
委
員
会
独
自

に
、他
町
村
を
参
考
と
し
な
が
ら

勉
強
会
は
し
て
お
り
、平
成
25
年

度
に
方
向
性
を
示
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

飯
塚
市
が
２
校
区
、田
川
市

の
猪
位
金
地
区
で
１
校
区

の
小
中
一
貫
校
が
実
現
す
る
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、新
た
に

校
舎
を
建
て
な
け
れ
ば
、小
中
一

貫
校
は
実
現
し
ま
せ
ん
か
。

【
教
育
長
】

 

小
中
一
貫
は
２
つ
の
種

類
が
あ
り
、建
物
を
新
た
に
建
て

て
一
緒
に
行
う
方
法
と
、離
れ
た

中
で
小
中
一
貫
と
し
て
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
方
法
と
が

あ
り
ま
す
。

小
中
一
貫
を
実
施
し
た
場

合
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。

【
教
育
長
】

 

メ
リ
ッ
ト
は
、学
習
面
に

関
し
て
は
９
カ
年
を
見
据
え
た

一
貫
し
た
教
育
が
で
き
る
こ
と

に
よ
る
学
力
の
向
上
が
期
待
で

き
、生
活
面
に
お
い
て
は
、小
学

生
か
ら
中
学
生
に
な
っ
た
と
き

の
非
行
・
不
登
校
の
解
消
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、改

め
て
新
ス
タ
ー
ト
と
な
る
形
が

薄
れ
、施
設
等
の
環
境
整
備
に
お

金
が
か
か
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。福
智
町
と
し
て
は
、福
智
町

に
あ
っ
た
一
貫
教
育
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

施
策
方
針
で
、問
題
行
動
や

不
登
校
児
童
・
生
徒
が
増

加
し
て
い
る
と
あ
り
ま
す
が
、実

態
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
教
育
長
】

 

小
学
校
に
関
し
て
は
非

常
に
良
好
な
状
態
で
す
。中
学
校

で
は
、金
田
中
学
校
が
そ
の
よ
う

な
状
況
が
あ
り
ま
す
が
、今
年
に

関
し
て
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
登
校
児
や
問
題
行
動
を

起
こ
す
児
童
・
生
徒
へ
の
対

応
は
、委
員
会
の
中
で
ど
の
よ
う

な
対
応
策
を
立
て
て
い
ま
す
か
。

【
教
育
委
員
長
】

 

私
ど
も
委
員
会
に
は
、教

育
長
を
通
じ
て
問
題
行
動
が
報

告
さ
れ
ま
す
。該
当
す
る
児
童
の

保
護
者
、担
任
、ま
た
中
学
校
で

は
生
活
指
導
の
先
生
も
加
え
て
、

家
庭
訪
問
や
、そ
の
生
徒
を
交
え

た
取
り
組
み
を
粘
り
強
く
行
っ

て
い
ま
す
。中
に
は
、保
護
者
に

学
校
へ
来
て
い
た
だ
き
、指
導

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。何
回
も

指
導
す
る
う
ち
に
、徐
々
に
良
く

辰島　誠 議員

今
後
の
教
育
振
興
対
策
は

な
っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
る

よ
う
で
す
。

中
学
校
の
授
業
参
観
に
出

席
し
た
と
き
は
考
え
ら
れ

な
い
状
態
を
見
か
け
ま
し
た
が
、先

日
あ
っ
た
卒
業
式
で
は
と
て
も
熱

心
に
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

卒
業
式
や
運
動
会
、合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
想
像
以
上
の
も
の
を
発
揮

す
る
の
に
、な
ぜ
普
通
の
授
業
に

な
っ
た
ら
問
題
行
動
を
起
こ
す
の

か
。や
は
り
学
習
面
だ
け
で
な
く
、

心
の
ケ
ア
等
も
必
要
な
生
徒
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。こ

う
い
っ
た
点
の
指
導
は
、ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

【
教
育
長
】

 

今
年
か
ら
、学
力
だ
け
で

は
な
く
精
神
的
な
側
面
を
指
導

す
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。小

中
連
携
や
小
中
一
貫
、教

員
の
増
員
も
含
め
て
、こ
の

よ
う
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
、

児
童
や
生
徒
の
成
長
過
程
に
お
い

て
、ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
か
。

【
教
育
長
】

 

手
厚
い
指
導
が
で
き
ま

す
し
、先
生
の
活
用
に
よ
っ
て
生

徒
た
ち
個
々
の
対
応
は
随
分
助

か
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、精
神
的

に
も
支
え
ら
れ
て
い
る
面
が
多

く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
長
は
施
政
方
針
の
中
で

「
入
札
制
度
に
つ
い
て
は
現

行
ど
お
り
実
施
す
る
」と
述
べ
ま
し

た
が
、改
善
の
余
地
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

現
在
の
入
札
制
度
が
ベ
ス

ト
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。他
町

村
の
入
札
執
行
状
況
等
も
参
考

と
し
な
が
ら
、改
善
に
向
け
て
よ

り
良
い
方
法
で
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。実

施
さ
れ
て
い
る
ラ
ン
ク

制
度
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

現
在
、４
ラ
ン
ク
に
分
け

て
の
実
施
を
し
て
い
ま
す
が
、入

札
の
実
施
そ
の
も
の
も
含
め
て
、

今
後
改
善
の
余
地
が
あ
れ
ば
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
実
施
さ
れ
た
一
般

競
争
入
札
は
、全
体
の
何
％

で
す
か
。ま
た
前
年
度
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

【
財
政
課
長
】

 

平
成
23
年
度
は
１
件
で

す
。平
成
22
年
度
は
15
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
般
競
争
入
札
の
実
施
数

が
減
っ
た
特
別
な
理
由
が

あ
る
の
で
す
か
。

【
町
長
】

 

一
般
競
争
入
札
は
財
政
的

な
面
が
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
い

う
側
面
か
ら
実
施
を
し
ま
し
た

が
、落
札
結
果
に
よ
っ
て
新
た
な

問
題
を
引
き
起
こ
し
た
過
去
の

経
緯
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、総
合

的
に
考
え
て
平
成
23
年
度
は
実

施
を
し
ま
し
た
。

町
長
の
総
合
的
に
と
い
う

こ
と
が
一
番
危
険
で
す
。要

す
る
に
一
貫
性
が
な
い
。導
入
し

た
と
き
は
財
政
的
な
メ
リ
ッ
ト
を

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
う
ち

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
さ
れ
ま
し
た
。町
長

の
総
合
的
に
判
断
す
る
と
い
う
実

施
の
仕
方
は
、建
て
た
看
板
を
自
分

で
外
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
す
。今
の
入
札
方
式
で
あ
る
ラ

ン
ダ
ム
方
式
を
取
り
入
れ
た
要
因

は
何
で
す
か
。

【
副
町
長
】

 

ラ
ン
ダ
ム
係
数
を
掛
け
れ

ば
、最
低
制
限
価
格
が
わ
か
り
に

く
い
と
い
う
こ
と
で
、庁
内
で
検

討
し
、最
終
的
に
は
町
長
の
判
断

で
決
定
し
ま
し
た
。

応
札
さ
れ
る
業
者
の
方
が
、

分
か
り
に
く
い
よ
う
に
取

り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。実

は
田
川
市
へ
尋
ね
ま
し
た
。田
川
市

は
試
行
的
に
半
年
間
実
施
し
ま
し

た
が
、各
業
界
の
方
も
不
慣
れ
で
あ

り
、業
界
の
方
か
ら
の
評
判
が
よ
く

な
か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。ま
た
発

注
者
側
か
ら
は
、制
度
自
体
が
入
札

制
度
に
そ
ぐ
わ
ず
、そ
の
た
め
半
年

で
廃
止
を
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、町
長
は
ど
う
考

え
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

当
分
こ
の
制
度
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
要

領
の
中
に
、条
件
が
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
が
、「
こ
の
申
請
書
は
虚
偽
の

記
載
等
が
あ
っ
た
場
合
は
資
格
を

取
り
消
す
」と
あ
り
ま
す
。実
際
に

取
り
消
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

【
財
政
課
長
】

 
取
り
消
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
場
の
監
理
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
ま
す
か
。事
業
課

の
課
長
に
答
弁
を
求
め
ま
す
。

【
水
道
課
長
】

 

施
工
監
理
、技
術
監
理
、現

場
代
理
人
等
の
確
認
は
書
類
を

提
出
し
て
、私
た
ち
も
時
々
現
場

に
行
き
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
【
建
設
課
長
】

　

水
道
課
長
と
同
様
、書
類
の
審

査
並
び
に
現
場
の
確
認
を
し
て

い
ま
す
。

　
【
住
宅
課
長
】

　

住
宅
課
も
同
様
に
、書
類
審
査

を
し
て
、現
場
の
随
時
見
回
り
を

し
て
い
ま
す
。

作
業
員
だ
け
し
か
い
な
い

現
場
を
よ
く
見
か
け
る
と

聞
き
ま
す
。そ
れ
は
受
注
し
た
業
者

側
の
責
任
で
す
が
、発
注
者
側
の
現

場
監
理
が
甘
け
れ
ば
、当
然
、業
者

側
の
施
工
の
管
理
も
甘
く
な
り
ま

す
。現
場
監
理
を
厳
し
く
す
る
こ
と

に
よ
り
、技
術
が
向
上
し
、業
界
の

方
た
ち
の
た
め
に
も
な
り
ま
す
。ぜ

ひ
徹
底
し
て
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

競
争
入
札
に
お
け
る

資
格
要
件
及
び
指
名
の

あ
り
方
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ここが聞きたい
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も
た
ち
に
新
し
い
体
育
館
を
つ

く
っ
て
あ
げ
た
い
こ
と
が
、一
番

大
き
な
理
由
で
す
。

弁
城
小
学
校
の
卒
業
式
で

教
育
長
と
先
輩
議
員
が
、

新
し
い
体
育
館
で
卒
業
式
を
さ
せ

た
か
っ
た
、門
出
を
祝
っ
て
や
り

た
か
っ
た
と
、児
童
と
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
謝
罪
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。私
も
同
感
で
す
。一
日
も
早
い

落
成
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、も
し
、

宝
見
住
宅
と
赤
池
中
学
校
を
そ
の

業
者
が
落
札
し
て
い
た
ら
ど
う
し

た
の
で
す
か
。議
会
に
提
案
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
ま

た
否
決
と
な
れ
ば
、そ
の
業
者
を

外
す
の
で
す
か
。

【
町
長
】

 

業
者
の
方
は
、十
分
議
会

承
認
を
得
ら
れ
る
工
事
を
請
け

負
う
資
格
が
あ
る
と
い
う
判
断

の
も
と
に
、そ
の
よ
う
な
形
で
今

回
指
名
を
、あ
る
い
は
指
名
か
ら

外
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、そ
の
場
を
逃
れ
る

た
め
だ
け
の
姑
息
な
手
段

で
は
な
い
で
す
か
。学
校
現
場
で

す
。道
理
が
通
ら
ず
無
理
が
通
る
よ

う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、何
の
た
め
の

教
育
で
す
か
。子
ど
も
た
ち
は
、こ

の
道
理
を
見
て
い
ま
す
。一
日
で
も

速
く
新
し
い
体
育
館
を
建
て
て
や

り
た
い
と
い
う
親
心
で
道
理
を
通

さ
ず
無
理
を
通
す
よ
う
な
こ
と
を
、

今
後
も
行
う
の
で
す
か
。

【
町
長
】

 

今
後
も
議
会
承
認
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
案
件
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、先
ほ
ど
の
基
本
的
な
考

え
方
の
中
で
執
行
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
、あ
い
ま
い
な

こ
と
で
は
な
く
、強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、す
べ
て

の
こ
と
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。以

上
、終
わ
り
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
心
で
観
光

の
町
を
目
指
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、こ
の
件
か
ら
質
問
い
た

し
ま
す
。日
王
の
湯
・
ふ
じ
湯
の
里

の
年
間
入
場
使
用
料
は
、い
く
ら
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
長
】

 

日
王
の
湯
は
年
間
16
万

１
７
２
３
人
の
利
用
客
が
あ
り
、

町
に
入
る
入
湯
税
は
７
５
８
万

３
５
５
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
じ
湯
の
里
に
つ
い
て
は
年
間

27
万
６
２
０
３
人
が
利
用
し
、入

湯
税
は
１
２
８
９
万
７
１
０
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
で
大
き
な
お
金
が
出

る
場
合
は
何
で
す
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
長
】

 

ポ
ン
プ
が
故
障
し
た
場
合

の
予
算
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

上
野
に
あ
る
、ふ
れ
あ
い
交

流
会
館
に
行
っ
た
際
、ト
イ

レ
で
異
臭
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

【
町
長
】

 

そ
の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇

し
て
い
ま
せ
ん
が
、そ
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
早
急
に
改
善
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
心
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、観
光
地
は
衛

生
面
が
良
く
な
け
れ
ば
、お
客
様
は

遠
の
き
ま
す
。悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。利
益
だ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。福
智
町
の

観
光
の
目
玉
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
な
ら
ば
、矛
盾
し
て
い
る
と
思
い

ま
せ
ん
か
。

【
町
長
】

 

町
外
か
ら
来
て
い
た
だ
く

に
は
、そ
の
よ
う
な
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
環
境

づ
く
り
に
、今
後
と
も
心
が
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
王
の
湯
や
ふ
じ
湯
の
里

に
は
多
額
の
お
金
を
出
し

て
い
る
の
に
、ふ
れ
あ
い
交
流
会
館

に
は
、自
費
で
修
繕
な
ど
を
行
う
よ

う
に
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。資
本

金
が
ま
っ
た
く
違
い
、利
益
も
少
な

い
の
に
、自
費
で
行
え
る
と
思
い
ま

す
か
。【

町
長
】

 

観
光
の
町
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
の
重
要
な
資
源
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、で
き
得
る
限
り
の

支
援
・
協
力
は
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

次
に
指
名
制
度
に
つ
い
て
で
す
。

現
在
、『
指
名
委
員
会
を
開
催
せ
ず

担
当
課
長
と
町
長
で
協
議
を
し
て

指
名
し
て
い
る
』と
の
町
長
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、や
は
り
指
名
業

者
を
選
定
す
る
と
き
に
は
、み
ん
な

と
慎
重
に
協
議
の
上
、指
名
す
る
べ

き
だ
し
、一
日
も
早
く
指
名
委
員
会

を
再
開
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、同
じ
土
俵
に
乗
せ
て
い
る

業
者
が
落
札
し
た
が
、施
工
の
実
績

が
な
い
と
の
こ
と
で
議
会
が
否
決

し
た
際
、町
長
は
有
資
格
者
で
あ

り
、能
力
が
あ
る
と
胸
を
張
っ
て
答

弁
し
ま
し
た
。し
か
し
、再
入
札
を

執
行
し
た
際
に
、そ
の
業
者
は
指
名

に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。弁
城

小
学
校
の
入
札
か
ら
は
外
れ
て
い

た
の
に
、赤
池
中
学
校
と
宝
見
団
地

の
入
札
に
は
入
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
ど
う
い
う
理
由
で
す
か
。

【
町
長
】

 

有
資
格
者
で
あ
る
と
の

判
断
の
も
と
に
指
名
に
入
れ
て

い
ま
す
が
、弁
城
小
学
校
の
場
合

は
、議
会
が
否
決
と
な
り
ま
し
た

の
で
、仮
に
同
じ
業
者
が
落
札
す

れ
ば
、ま
た
否
決
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
の
判
断
で
、指
名
か
ら

外
し
ま
し
た
。一
日
も
早
く
子
ど

施
政
方
針
の
中
か
ら

矢野博文 議員

税
金
や
使
用
料
等
の
滞
納

問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、合
併
以
降
増
え

続
け
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
解
消

方
法
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

現
在
、給
水
停
止
や
預
金

通
帳
、生
命
保
険
等
の
差
し
押
さ

え
等
を
行
い
な
が
ら
、回
収
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
対
象

者
の
生
活
に
も
関
わ
り
ま
す
の

で
、十
分
見
き
わ
め
な
が
ら
措
置

を
講
じ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
も
大
事
で
す
が
、

ソ
フ
ト
面
を
今
一
度
振
り

返
る
こ
と
も
重
大
な
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。何
億
も
の
滞
納
を
回
収
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

現
在
、約
30
億
円
を
超
え

る
滞
納
額
が
あ
り
ま
す
が
、す
べ

て
を
こ
の
一
、二
年
の
間
で
解
消

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。し
か

し
、少
し
で
も
過
去
の
滞
納
額
が

減
る
よ
う
に
、町
民
の
方
た
ち
の

納
税
意
識
、あ
る
い
は
使
用
料
の

応
益
負
担
を
認
識
す
る
よ
う
に
、

訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。平
成
25
年
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
広
域

連
合
か
ら
市
町
村
に
移
管
さ
れ
る

よ
う
で
す
が
、詳
し
く
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
福
祉
課
長
】

 

現
在
、田
川
地
区
・
桂
川

地
区
が
介
護
保
険
の
支
部
と
し

て
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

経
営
し
て
い
ま
す
が
、本
部
の
方

針
で
地
域
に
戻
す
こ
と
が
決
定

さ
れ
、田
川
地
区
は
平
成
25
年
度

か
ら
各
市
町
村
に
戻
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
広
域
連
合
は
県

が
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
失
敗

を
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。【

福
祉
課
長
】

 

発
足
し
た
当
初
は
、連
合

で
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。し
か
し
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
自
体
が
、

各
市
町
村
の
身
近
な
要
望
を
吸

い
上
げ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
目
的
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、原

点
に
戻
る
形
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

地
域
住
民
に
対
す
る
相
談

機
能
が
低
下
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
福
祉
課
長
】

 

そ
の
よ
う
な
側
面
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、各
地
域
で

困
っ
て
い
る
方
の
相
談
を
受
け

な
が
ら
行
っ
て
い
く
の
で
、各
市

町
村
に
配
置
さ
れ
れ
ば
、き
め
細

か
な
活
動
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
移
管
さ
れ

た
場
合
、ど
こ
に
負
担
が
き

ま
す
か
。

【
福
祉
課
長
】

 

具
体
的
な
財
源
は
出
て
い

ま
せ
ん
が
、広
域
か
ら
は
か
な
り

の
補
助
金
が
出
る
と
思
い
ま
す

し
、町
か
ら
の
持
ち
出
し
も
幾
分

あ
る
と
は
思
い
ま
す
。

福
智
町
と
上
田
川
の
利
用

者
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

パ
ン
ク
し
ま
せ
ん
か
。

【
福
祉
課
長
】

 

か
な
り
負
担
は
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

町
長
は
１
月
の
臨
時
議
会

で
、公
益
通
報
保
護
法
は
公

益
に
大
き
な
損
害
を
与
え
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
と
き
に
そ
の
通
報

者
の
保
護
を
図
る
法
律
と
言
い
、今

回
の
場
合
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で

提
出
は
で
き
な
い
と
言
い
ま
し
た
。

リ
ン
ゴ
が
あ
っ
た
場
合
、そ
の
中
に

１
個
・
２
個
腐
っ
た
リ
ン
ゴ
が
あ

れ
ば
、ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

一
般
的
な
例
と
し
て
、「
朱

に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
」と
い
っ

た
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

全
体
的
に
は
一
部
で
は
あ
っ
て

も
、全
般
に
は
も
し
か
し
た
ら
悪

い
影
響
が
及
ぶ
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。日

本
国
民
は
公
平
と
平
等

が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

福
智
町
民
は
ど
う
で
す
か
。

【
町
長
】

 

全
町
民
の
方
々
に
、公
平
・

公
正
な
視
点
を
失
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、行
政
運
営
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

あ
る
議
員
が
10
数
年
前
、旧

金
田
町
の
と
き
に
、保
健
セ

ン
タ
ー
の
工
事
の
件
で
、国
に
工
期

が
半
月
過
ぎ
て
い
る
と
ク
レ
ー
ム

を
つ
け
、金
田
町
が
国
に
何
千
万
円

か
払
い
戻
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、そ
の
よ
う
な
金
額
で
は
済

ま
な
い
と
思
い
ま
す
。水
道
使
用
料

の
滞
納
額
は
、合
併
前
と
合
併
後
で

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
水
道
課
長
】

 

合
併
前
は
滞
納
額
が
２
億

２
８
６
９
万
６
７
７
１
円
、現
在

は
２
億
７
８
７
５
万
３
３
５
８
円

と
な
っ
て
お
り
、約
５
０
０
０
万

円
増
え
て
い
ま
す
。合
併
前
の

内
訳
は
、
旧
赤
池
町
で
１
億

１
８
４
万
７
５
７
２
円
、旧
金
田

で
７
０
１
１
万
８
３
２
９
円
、旧

方
城
で
５
０
６
６
万
６
５
８
０

円
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
ほ
か
に

合
併
後
の
１
カ
月
分
が
５
２
４
万

１
９
５
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10
年
前
の
分
ま
で
払
え
と
い

う
請
求
が
来
る
こ
と
自
体
、

通
常
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

平
成
15
年
10
月
に
、時
効

を
過
ぎ
た
も
の
に
つ
い
て
援
用

と
い
う
措
置
を
講
じ
れ
ば
と
い

う
視
点
で
、最
高
裁
の
判
例
が
出

て
い
ま
す
。し
か
し
私
ど
も
と
し

て
は
、自
分
が
使
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
当
然
こ
れ
を
支
払
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
、人
と
し
て

水
道
問
題
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ここが聞きたい
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が
り
、町
税
収
入
の
増
加
に
も
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。福
智
町
で

も
、モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、東
日
本
大
震
災
と
福
島

第
一
原
発
事
故
の
影
響
で
、当
町

で
も
原
発
再
稼
動
を
や
め
、「
原
発

か
ら
の
撤
退
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
」を
求
め
る
議
会
決
議

が
さ
れ
ま
し
た
。住
民
の
意
識
も
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
、と

り
わ
け
電
力
会
社
の
全
量
買
い
上

げ
が
法
制
化
す
る
こ
と
を
見
越
し

て
、太
陽
光
発
電
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、太
陽
光
発

電
へ
の
助
成
制
度
創
設
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
で
す
が
、田
川
市
、香

春
町
な
ど
が
取
り
組
み
を
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、実

績
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、最
終

的
に
判
断
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
へ
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、平
成
24
年
度

中
に
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長
の
施
政
方
針
で
は
、

『
現
在
、町
の
高
齢
化
率
は

25
・
８
％
で
４
人
に
１
人
が
高
齢

者
と
な
っ
て
お
り
、う
ち
５
軒
に

１
軒
が
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し

世
帯
で
あ
り
ま
す
。障
害
者
や
乳

幼
児
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、災
害

時
に
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
と
な

る
人
は
相
当
数
に
上
り
、平
成
23

年
度
か
ら
地
域
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
事
業
に
取
り
か
か
り
、12
の

モ
デ
ル
地
区
で
活
動
が
展
開
を
さ

れ
て
い
る
』と
あ
り
ま
す
が
、支
え

合
い
体
制
づ
く
り
に
、行
政
区
単

位
の
機
能
の
強
化
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。し
か
し
、行
政
区
か
ら
の
脱
退

や
、行
政
区
の
解
散
な
ど
、行
政
区

運
営
が
困
難
な
地
域
も
多
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。こ
の
方
た
ち
に
は
、

町
の
広
報
紙
や
回
覧
板
も
届
け
ら

れ
ず
に
、孤
立
を
深
め
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
町
長
】

 

各
行
政
区
な
ど
に
加
入

し
な
い
方
が
、随
分
ふ
え
て
い
ま

す
。こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、行

政
区
長
会
で
も
再
三
に
わ
た
り

提
起
を
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
目

指
し
て
い
る
地
域
支
え
合
い
体

制
づ
く
り
事
業
は
、こ
の
よ
う
な

条
件
が
整
わ
な
い
と
、効
果
が
な

か
な
か
現
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
判
断
し
て
い
ま
す
。あ
る
地

域
で
、組
に
入
っ
て
い
た
方
か
ら

脱
退
し
た
と
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、当
時
の
行
政
区
長
さ
ん
が
、

手
紙
な
り
、あ
る
い
は
何
回
も
訪

問
を
し
て
、組
に
入
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
の
要
請
を
重
ね
た
結
果
、

組
に
入
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。現
在
、私
と

行
政
区
長
会
会
長
、当
該
行
政
区

区
長
、組
長
の
連
名
で
、ぜ
ひ
地

域
の
組
合
に
入
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
要
請
書
は
、各
対
象

の
方
々
に
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。福

智
町
の
医
療
費
無
料
化

対
象
年
齢
が
、小
学
校
３

年
生
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。実
施

に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
た
関
係
各

位
の
皆
さ
ん
に
、敬
意
を
表
し
ま

す
。紹
介
議
員
の
１
人
と
し
て
、一

歩
前
進
と
受
け
と
め
、さ
ら
な
る

拡
充
と
あ
わ
せ
て
、国
・
県
へ
の

制
度
拡
充
を
求
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
国
民
健
康
保
険
税
問
題

で
す
が
、長
引
く
不
況
の
影
響
を

受
け
、失
業
者
が
増
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、低
所
得
の
被
保
険
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
。国
保
運
営

は
、極
め
て
厳
し
い
運
営
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。国
民
健
康
保
険

の
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、本
年

度
よ
り
健
診
時
に
お
け
る
個
人

負
担
を
無
料
と
し
、受
診
機
会
の

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、受
診
率

の
向
上
と
病
気
の
早
期
発
見
、そ

し
て
特
定
保
健
指
導
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
あ
り
ま
す
。大
変

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、福

智
町
は
受
診
率
が
19
・
３
％
と

低
く
、田
川
市
郡
内
で
は
最
低
と

な
っ
て
い
ま
す
。５
０
０
円
を
無

料
に
し
た
だ
け
で
は
、受
診
率
を

上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

特
定
健
診
の
受
診
率
を
上

げ
る
た
め
、ま
ず
は
受
診
に
係
る

負
担
金
５
０
０
円
の
無
料
化
を
、

町
民
の
方
々
へ
周
知
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

政
府
の
方
針
は
、現
行
の

市
町
村
国
保
と
は
別
勘
定

の
都
道
府
県
単
位
の
制
度
を
つ
く

り
、大
多
数
を
そ
の
制
度
に
加
入

さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。現

在
の
福
岡
県
広
域
連
合
の
１
人
当

た
り
平
均
保
険
料
額
は
全
国
平
均

の
１
・
２
倍
、保
険
料
率
は
全
国
１

位
、所
得
割
は
全
国
２
番
目
で
す
。

併
せ
て
、新
年
度
よ
り
年
金
支
給

額
が
２
・
５
％
引
き
下
げ
ら
れ
、耐

え
が
た
い
負
担
増
が
高
齢
者
に
押

し
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。保
険
料

抑
制
の
た
め
、県
の
支
援
を
各
市

町
村
と
と
も
に
強
力
に
要
請
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た

短
期
保
健
証
と
資
格
証
明
書
発
行

が
、福
智
町
で
は
７
名
に
発
行
さ

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。高
齢
者
の

方
は
、病
気
に
な
っ
て
も
迷
惑
を

か
け
ま
い
と
我
慢
を
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。保
険
料
滞
納
者
は
、必

要
な
医
療
を
受
け
て
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。滞
納
者
に

短
期
保
険
証
を
発
行
す
る
の
で
は

な
く
、必
要
な
医
療
を
受
け
て
も

ら
う
た
め
に
、高
齢
者
の
生
活
実

態
を
よ
く
つ
か
み
、生
活
保
護
の

の
道
理
を
わ
き
ま
え
た
町
で
な

い
と
良
い
町
は
つ
く
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
よ
う

な
判
例
が
あ
っ
て
も
、使
用
料
等

に
つ
い
て
は
当
然
払
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
国
民
と
し
て
、最
高
裁

の
判
決
を
無
視
し
て
も
よ

い
の
で
す
か
。

【
町
長
】

 

法
律
と
は
、人
間
の
生
活

や
環
境
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

の
一
定
の
枠
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
前
に
、地
域
あ
る
い

は
自
治
体
に
住
ん
で
い
る
住
民

と
し
て
、守
っ
て
い
た
だ
く
義
務

は
法
を
別
に
し
て
も
、道
理
的
に

は
あ
り
ま
す
。自
治
体
運
営
の
中

で
、道
理
を
失
す
る
よ
う
な
町
民

の
方
が
多
数
い
る
自
治
体
は
、町

あ
る
い
は
自
治
体
と
し
て
成
り

立
た
な
い
と
思
い
ま
す
。法
を
無

視
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、よ
り
良
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
こ
と
が
、自
治
体
の

責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

建
前
は
確
か
に
立
派
で
す
。

し
か
し
日
本
国
民
で
あ
る

以
上
、法
律
に
縛
ら
れ
ま
す
。水
道

水
を
使
用
す
れ
ば
、当
然
水
道
料
金

を
払
い
ま
す
。こ
の
時
点
で
債
権
に

変
わ
り
ま
す
が
、債
権
に
は
時
効
が

つ
き
も
の
で
す
。法
律
で
は
水
道
料

金
の
債
権
短
期
消
滅
時
効
が
何
年

か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

２
年
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

時
効
の
援
用
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

【
町
長
】

 
自
分
の
主
義
主
張
を
、他

の
例
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が

ら
、そ
の
主
張
を
通
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

町
長
、難
し
い
言
葉
で
言
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。こ
の
意

味
は
『
時
効
の
利
益
を
得
る
に
は

み
ず
か
ら
が
時
効
で
あ
り
、支
払
い

義
務
が
な
く
、払
い
ま
せ
ん
と
明

確
に
主
張
す
る
こ
と
で
時
効
の
利

益
が
得
ら
れ
る
返
済
義
務
が
消
滅

す
る
』と
い
う
意
味
で
す
。こ
れ
は

知
っ
て
い
る
者
が
得
を
し
、知
ら
な

い
者
が
損
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。国
民
に
は
知
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。全
町
民
に
教
え
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

自
分
た
ち
が
使
用
し
た

も
の
は
、自
分
た
ち
で
し
っ
か
り

解
決
を
し
、義
務
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
、ま
ず
地
域
を
構
成
し

て
い
く
住
民
の
大
き
な
役
割
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

我
々
が
そ
の
よ
う
な
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、積
極
的
に
時
効
の
援

用
を
町
民
の
方
々
に
知
ら
せ
る

気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、自
治
体
が
10
億
円

を
か
け
て
町
営
住
宅
の
事

業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、通
常
、国
・

県
か
ら
補
助
を
受
け
ま
す
。そ
の
事

業
で
水
道
使
用
料
や
住
宅
使
用
料

に
損
失
が
出
た
と
し
ま
す
。言
葉
が

違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、貸
し
倒

れ
損
失
を
申
告
し
て
、免
除
等
は
な

い
の
で
す
か
。

【
町
長
】

 
そ
の
辺
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

事
業
で
損
失
が
出
る
こ
と

は
当
然
あ
り
得
る
話
で
す
。

そ
の
と
き
に
、国
に
損
失
を
認
め
さ

せ
て
、片
方
で
は
町
民
に
請
求
を
し

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
町
長
】

 

し
っ
か
り
把
握
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、そ
の
よ
う
な
こ
と
は

行
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

旧
３
町
の
時
効
が
来
た
債

務
は
、法
に
沿
っ
て
清
算
し

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。仮

に
援
用
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、９

年
間
も
町
民
に
黙
っ
て
請
求
を
し

て
い
た
の
な
ら
ば
悪
質
だ
し
、知
ら

な
い
な
ら
知
ら
な
い
で
勉
強
不
足
、

職
務
怠
慢
の
部
分
も
あ
り
、町
民
を

愚
弄
し
て
い
る
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

行
政
と
し
て
は
、法
に
基

づ
い
て
業
務
執
行
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
原
則
で
す
。し
か
し
、

住
民
の
方
々
が
、自
分
た
ち
で
使

い
、自
分
た
ち
で
利
益
を
受
け
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、当
然
支
払
い

を
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

か
な
い
と
、自
治
体
と
し
て
の
運

営
が
困
難
に
な
る
と
の
基
本
的

な
信
念
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
時
効
の
援
用
等
は
積
極

的
に
町
民
の
方
々
に
知
ら
せ
る

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
使
用
料
や
住
宅
使
用

料
が
何
年
か
滞
納
の
方
は
、

私
に
御
一
報
く
だ
さ
い
。相
談
に

乗
り
、解
決
方
法
を
お
教
え
い
た

し
ま
す
。

町
長
は
施
政
方
針
で
、『
自

主
財
源
の
確
保
が
極
め
て

厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
、経
費

節
減
と
効
率
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
よ
り
一
層
進
め
て
、そ
の
効

果
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
住
民
福
祉

の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。』と
述
べ
た
よ
う
に
、廃
業

や
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
業

者
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。福

智
町
は
、特
に
建
築
関
連
業
者
が

多
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
、福
岡
県
下
で

も
３
割
を
超
え
る
自
治
体
が
、実

施
ま
た
は
実
施
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
制
度
の
経
済
波
及
効

果
は
、全
国
で
証
明
済
み
で
あ
り
、

町
内
業
者
が
潤
え
ば
雇
用
に
つ
な

建
築
関
連
業
者
の

仕
事
起
こ
し

篠原茂幸 議員

行
政
の
あ
り
方

医
療
・
福
祉
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
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ここが聞きたい
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最
近
の
研
究
で
、胃
が
ん

の
原
因
は
95
％
が
ピ
ロ
リ

菌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。早
期
胃
が
ん
を
取
り
除
い

た
患
者
を
、ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
し

た
グ
ル
ー
プ
・
除
菌
し
な
か
っ
た

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、３
年
間
観
察

を
し
た
結
果
、除
菌
し
た
グ
ル
ー

プ
の
胃
が
ん
再
発
は
３
分
の
１
に

抑
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
胃
が
ん
再
発
予
防

に
、ピ
ロ
リ
菌
除
菌
が
極
め
て
有

効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
な

い
人
が
、胃
が
ん
を
発
症
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。胃

潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
患
者
の
８

〜
９
割
が
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
で
あ

り
、治
癒
し
て
も
１
年
後
に
は
多

く
の
人
が
再
発
し
ま
す
が
、ピ
ロ

リ
菌
を
除
去
す
れ
ば
殆
ど
発
生
し

ま
せ
ん
。

　

胃
が
ん
の
97
％
は
50
歳
以
降
に

発
症
す
る
た
め
、50
歳
以
降
の
胃

が
ん
検
診
が
重
要
と
い
え
ま
す
。

一
方
そ
れ
よ
り
若
い
世
代
は
、ピ

ロ
リ
菌
を
除
菌
す
れ
ば
胃
が
ん
予

防
と
な
り
、予
防
対
策
を
前
進
す

る
に
は
、こ
の
様
な
発
想
の
転
換

が
求
め
ら
ま
す
。そ
こ
で
福
智
町

で
も
胃
が
ん
検
診
に
、ピ
ロ
リ
菌

検
査
を
入
れ
る
と
効
果
的
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

福
智
町
の
が
ん
検
診
は
、

厚
生
労
働
省
の
が
ん
検
診
の
指

針
に
基
づ
い
て
実
施
を
し
て
い

ま
す
。胃
が
ん
検
診
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、推
進
・
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
保
険
に
お
け
る
国
の

受
診
目
標
は
平
成
24
年
度

末
ま
で
に
66
％
で
す
。福
智
町
は

福
岡
県
下
で
最
下
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。受
診
率
を
上
げ
る
た
め
に
、

色
々
な
方
へ
お
願
い
す
る
こ
と
は

難
し
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

新
聞
に
『
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
』と

い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。こ
れ
は
、18
歳
以
上
を
対
象
と

し
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
、ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
達
成
目
標
で
20
ポ

イ
ン
ト
、健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
で
１
０
０
〜
２
０
０
０
ポ
イ
ン

ト
、運
動
施
設
の
利
用
で
50
ポ
イ

ン
ト
、ラ
ジ
オ
体
操
・
運
動
会
へ
の

参
加
で
３
０
０
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

与
え
、貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、温

泉
施
設
や
運
動
施
設
の
利
用
券
と

交
換
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
様
な
こ
と
も
、一
考
し

て
み
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

が
ん
、脳
卒
中
、心
臓
病
、

糖
尿
病
の
４
大
疾
患
に
加

え
て
、う
つ
病
や
認
知
症
な
ど
精

神
疾
患
の
患
者
は
非
常
に
多
く
、

５
大
疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
。行

政
と
し
て
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

理
解
を
深
め
て
、訪
問
や
福
祉
事

務
所
と
連
携
を
し
、ま
た
精
神
対

話
士
の
専
門
職
も
で
き
ま
し
た
の

で
、対
話
の
仕
方
の
習
得
も
目
指

し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

災
害
の
軽
減
に
は
、公
共
的

な
災
害
対
策
と
災
害
時
の

効
果
的
な
対
応
が
重
要
で
す
が
、

国
・
地
方
公
共
団
体
・
事
業
者
・
住

民
の
相
互
協
力
の
地
道
な
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
達
成
で
き
ま
す
。状
況

に
応
じ
て
、職
員
一
人
一
人
の
役
割

を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
。

【
総
務
課
長
】

 

防
災
計
画
で
班
編
成
は

決
ま
っ
て
お
り
、そ
の
班
編
成
に

従
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

避
難
体
制
の
整
備
で
す
が
、

避
難
場
所
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
と
、学
校
や
公
民
館
な
ど

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、避
難
経

路
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

【
総
務
課
長
】

 

防
災
マ
ッ
プ
で
避
難
場
所

等
の
指
定
は
し
て
い
ま
す
が
、避

難
経
路
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。今
後
、整
備
を
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
基
本
計
画
で
は
、主
要

食
料
や
飲
料
水
、医
療
、寝

具
、医
薬
品
、仮
設
ト
イ
レ
、そ
の
他

生
活
必
需
品
な
ど
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
が
。

【
総
務
課
長
】

 
飲
料
水
等
は
、あ
る
程
度

の
数
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、食

料
に
つ
い
て
は
確
保
で
き
て
い

ま
せ
ん
。応
急
的
な
資
材
に
つ
い

て
は
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

簡
易
的
な
発
電
機
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、そ
の

こ
と
も
含
め
て
ご
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

次
に
、或
る
市
の
住
民
参
加
の
避

難
訓
練
が
初
め
て
行
わ
れ
た
と
、新

聞
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。福
智

町
は
地
域
防
災
組
織
が
１
つ
で
す
。

区
長
な
ど
の
地
域
代
表
の
方
へ
十

分
に
説
明
を
し
、早
急
に
体
制
づ
く

り
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
防
災
基
本
計
画
で
女
性
の
参

画
を
と
い
う
改
定
が
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
避
難
し
た
場
合
に
女
性

し
か
気
が
つ
か
な
い
こ
と
、例
え
ば

着
が
え
や
母
乳
、赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と

な
ど
、女
性
な
ら
で
は
の
考
え
方
が

入
っ
て
く
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
基
本
計
画
等
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、災
害
・
防

災
に
つ
い
て
も
、女
性
の
参
加
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
請
の
指
導
な
ど
と
併
せ
て
、無

料
定
額
医
療
の
紹
介
や
保
険
料
の

減
免
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

【
町
長
】

 

現
在
、医
療
制
度
に
つ
い

て
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止

し
、75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
現
役

世
代
と
同
じ
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
動
き

等
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、福
智
町

と
し
て
の
対
応
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

田
川
地
区
施
設
清
掃
組
合

の
組
合
長
を
務
め
る
田
川

市
長
が
、新
ご
み
処
理
施
設
の
候

補
地
に
つ
い
て
、地
元
の
反
発
が

強
い
と
し
て
白
紙
撤
回
を
す
る
と

表
明
し
、３
月
末
で
組
合
長
を
辞

任
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。福
智
町
は
田
川
地
区
清
掃
組

合
に
多
額
の
積
立
金
を
し
て
お

り
、こ
の
10
年
間
に
も
相
当
な
お

金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。新
ご
み

施
設
の
候
補
地
が
二
転
三
転
を

し
、白
紙
に
戻
る
よ
う
な
ら
ば
、協

定
の
見
直
し
も
行
い
、独
自
に
施

設
整
備
を
進
め
た
ほ
う
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

先
般
、糸
田
町
・
福
智
町

運
営
協
議
会
の
議
論
の
中
で
、平

成
13
年
合
併
時
の
協
定
に
つ
い

て
は
も
う
一
度
見
直
し
を
し
、ゼ

ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、

そ
の
旨
の
提
案
が
田
川
地
区
清

掃
施
設
組
合
の
ほ
う
に
も
提
起

を
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

議
論
等
も
十
分
見
据
え
な
が
ら
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

判
断
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
現
状
と
し
て

は
、規
模
が
大
き
い
ほ
う
が
、負

担
金
が
小
額
で
済
み
、日
常
的
な

業
務
を
推
進
す
る
際
に
も
、ス

ム
ー
ズ
に
運
べ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
は
、住
民
も

き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
、問

題
は
解
決
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
構
築
で
は
福
岡
県

の
大
木
町
が
有
名
で
す
が
、住
民

の
分
別
収
集
の
意
識
が
高
く
、町

の
焼
却
費
等
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、し
尿

と
生
ご
み
を
合
わ
せ
て
メ
タ
ン
ガ

ス
を
発
生
さ
せ
、そ
の
再
利
用
や

農
作
物
の
肥
料
な
ど
を
つ
く
っ
た

り
、紙
お
む
つ
の
再
生
事
業
も
こ

の
ほ
ど
始
め
た
と
聞
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
福
智
町
で
も
、リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
設
置
し
、生
ご

み
回
収
の
方
法
な
ど
を
考
え
、ま

た
住
民
の
意
識
向
上
を
目
指
す
広

報
活
動
や
、地
域
独
自
の
清
掃
活

動
を
紹
介
す
る
な
ど
、減
量
化
意

識
を
高
揚
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

ご
み
の
減
量
化
、そ
し
て

循
環
型
社
会
の
構
築
は
我
々
が

避
け
て
通
れ
な
い
行
政
課
題
で

も
あ
り
、地
域
づ
く
り
に
お
け
る

重
要
な
視
点
だ
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
、田
川
地
区
清
掃
施
設
組
合
に

所
属
を
し
て
い
ま
す
の
で
、福
智

町
独
自
で
行
え
る
部
分
に
つ
い

て
は
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

給
食
費
１
日
１
０
０
円
の

補
助
と
、介
護
充
実
の
た
め

の
国
の
基
準
以
上
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
配
置
に
つ
い
て
、町
長
は
２

年
前
に
検
討
し
ま
す
と
回
答
し
た

と
伺
い
ま
し
た
が
。

【
町
長
】

 

一
旦
実
施
す
る
と
、経
常

的
な
経
費
と
な
り
ま
す
の
で
、他

の
全
体
的
な
事
業
等
を
絡
め
な

が
ら
、可
能
か
ど
う
か
検
討
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

義
務
教
育
９
年
間
を
通
し

て
の
、生
徒
指
導
や
学
習

指
導
が
で
き
る
小
中
一
環
教
育
に

向
け
て
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
あ
り
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち

に
学
力
に
対
す
る
過
度
の
競
争
意

識
を
課
す
こ
と
は
、子
ど
も
の
人

間
性
や
学
力
を
ゆ
が
め
、ひ
い
て

は
社
会
全
体
を
ゆ
が
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。教
育
の
営
み
は
、子

ど
も
の
学
習
権
に
こ
た
え
る
た
め

の
社
会
全
体
の
責
務
で
す
。教
育

は
、直
接
の
人
格
的
な
接
触
を
通

じ
て
、個
性
的
に
行
わ
れ
る
文
化

的
な
営
み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、一
定
の

範
囲
で
教
員
の
自
由
・
自
主
性
が

保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

小
中
一
環
教
育
が
義
務
教
育
で
の

過
度
の
競
走
教
育
に
結
び
つ
き
、

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
な
が
り

ま
す
。い
わ
ゆ
る
施
設
一
貫
型
の

小
中
一
環
校
に
し
よ
う
と
す
れ

ば
、小
・
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。ぜ
ひ
、地
域
の
方
や
保
護
者
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
意

見
を
尊
重
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
。

【
教
育
長
】

 

福
智
町
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、子
ど
も
に
過
度
の
競
争

意
識
を
助
長
す
る
と
い
う
こ
と

と
は
全
く
逆
の
考
え
方
で
、小
中

一
環
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
学
力

面
だ
け
で
は
な
く
、生
活
面
で
も

小
中
一
環
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
子
ど
も
た
ち
に
行
き
届
い

た
教
育
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

実
施
す
る
場
合
は
、地
域
の
保
護

者
、地
域
の
方
々
、そ
し
て
先
生
、

有
識
者
の
方
々
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

介
護
充
実
の
た
め

教
育
行
政

磯﨑正榮 議員

健
康
に
つ
い
て

①
胃
が
ん
検
診

③
精
神
疾
患
対
策

防
災
に
つ
い
て

②
特
定
検
診

循
環
型
社
会
の
構
築

分
別
収
集
、

　
　

生
ご
み
減
量
化
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次
に
災
害
が
発
生
し
た
際
、窓
を

閉
め
切
っ
た
状
態
で
は
情
報
が
伝

わ
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。携
帯

メ
ー
ル
で
一
斉
発
信
な
ど
を
お
こ

な
え
ば
、防
災
行
政
無
線
と
併
用
し

て
、活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
。

【
総
務
課
長
】

 

他
市
町
村
の
状
況
を
調
査

し
て
、取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

通
信
手
段
と
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
も
検
討
し
て
は
ど
う

か
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、構
造
物
の
耐
震
化
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

 

学
校
施
設
は
約
95
％
が
耐

震
化
で
す
。

95
％
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

天
井
や
照
明
、内
外
装
や
窓

ガ
ラ
ス
な
ど
の
非
構
造
部
分
は
、非

難
し
た
際
に
上
か
ら
落
下
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
点

も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
50
人
以
上
の
規
模
の
施
設

は
防
火
管
理
者
を
定
め
、自
衛
消
防

を
組
織
し
、年
１
回
の
避
難
訓
練
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
庁
舎
内

の
自
衛
消
防
組
織
を
設
置
し
、訓
練

な
ど
の
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
と

思
い
ま
す
。

20
世
紀
後
半
か
ら
地
球
規

模
の
気
温
の
上
昇
が
問
題

と
な
っ
て
お
り
、地
球
温
暖
化
の
主

な
原
因
は
、人
間
活
動
に
よ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
増
加
が
原
因
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。循
環
型

社
会
の
形
成
は
、環
境
へ
の
負
荷
が

少
な
い
経
済
的
な
発
展
を
図
り
な

が
ら
、持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。福
智
町
で
も

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、電

力
の
削
減
、廃
棄
物
の
焼
却
な
ど

が
、環
境
・
循
環
型
社
会
の
取
り
組

み
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か

し
福
智
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
約

10
％
で
、環
境
省
の
デ
ー
タ
で
は
平

成
21
年
度
の
全
国
平
均
は
21
％
と

な
っ
て
お
り
、先
進
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
は
80
％
で
す
。福
智

町
の
廃
棄
物
は
依
然
と
し
て
ご
み

の
焼
却
分
が
大
部
分
を
占
め
て
い

ま
す
が
、平
成
22
年
度
の
焼
却
場
を

み
る
と
、需
用
費
が
約
４
０
０
０
万

円
か
か
っ
て
い
ま
す
。そ
の
内
電
気

量
で
み
る
と
、４
人
家
族
と
し
て
約

２
４
０
世
帯
分
の
電
気
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

生
ゴ
ミ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い

る
自
治
体
の
例
で
は
、一
般
家
庭

廃
棄
物
の
中
で
は
生
ゴ
ミ
が
非
常

に
大
き
い
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
ゴ
ミ
を
回
収
し
て
堆
肥
化
す
れ

ば
、焼
却
場
の
需
用
費
だ
け
で
も
約

２
０
０
０
万
円
弱
の
費
用
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
焼
却
費
用
も
削

減
で
き
ま
す
。コ
ン
ポ
ス
ト
化
も
あ

り
ま
す
が
、農
家
で
は
な
い
方
、庭

が
な
い
方
な
ど
は
コ
ン
ポ
ス
ト
化

が
困
難
で
す
。現
在
、福
智
町
で
は

４
種
類
に
分
け
て
分
別
を
し
て
い

ま
す
が
、生
ゴ
ミ
も
分
別
に
追
加
し

堆
肥
化
を
行
え
ば
、非
常
に
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。リ
サ
イ

ク
ル
に
先
進
的
な
大
木
町
は
生
ゴ

ミ
を
堆
肥
化
し
た
と
き
に
、全
農
家

が
使
う
需
要
量
の
１
割
分
が
、こ
の

堆
肥
を
使
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

こ
の
こ
と
を
導
入
す
る
際
に
は
、

行
政
が
説
明
会
を
１
０
０
回
ほ
ど

行
っ
た
そ
う
で
す
。時
間
も
か
か
り

ま
す
し
、当
然
住
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
が
必
要
と
な
り
ま
す
。大
木
町
は

生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
す
る
だ
け
で
、

２
千
〜
３
千
万
円
が
減
額
で
き
た

と
い
い
ま
す
。循
環
型
社
会
の
構
築

と
い
う
こ
と
で
実
施
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
雇
用
も
生

ま
れ
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

【
町
長
】

 

福
智
町
の
場
合
は
、田
川

地
区
清
掃
施
設
組
合
と
の
絡
み

も
あ
り
、ま
た
住
民
の
方
々
の
意

識
が
ど
の
程
度
で
き
て
い
る
の

か
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

将
来
の
環
境
保
全
に
向
け
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
１
月
の
広
報
ふ

く
ち
で
、突
然
、町
長
の
行

政
報
告
会
を
１
月
17
日
の
伊
方
地

区
（
方
城
）を
か
わ
き
り
に
、７
回

に
わ
た
っ
て
行
う
と
掲
載
し
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、行
政
報
告
会
を

行
っ
た
趣
旨
は
ど
う
い
う
こ
と

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

【
町
長
】

 

平
成
24
年
度
か
ら
、福
智

町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
後

期
が
始
ま
り
ま
す
。こ
の
計
画
の

主
な
方
向
性
や
施
策
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
る
こ
と
を
町
民
の

方
々
に
ご
報
告
し
、ご
意
見
等
を

伺
い
な
が
ら
、計
画
を
確
定
し
て

い
き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
行
い

ま
し
た
。７

回
に
わ
た
り
延
べ
１
７
５
名

が
参
加
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
が
、実
質
は
数
回
参
加
し
た
人

も
お
り
、１
７
５
名
で
は
な
く
、か

な
り
少
な
い
数
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。７
回
行
っ
て
ど
う
い
う
ふ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

【
町
長
】

 

大
変
寒
い
時
期
で
、雪
が

ち
ら
つ
く
よ
う
な
天
候
で
の
開

催
で
し
た
。職
員
を
含
め
１
７
５

名
と
い
う
こ
と
で
、全
町
民
の
割

合
か
ら
す
れ
ば
、非
常
に
少
な
い

比
率
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
の
後
期
分
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、町
民
の

方
々
に
、情
報
伝
達
と
い
う
こ
と

髙津鶴己 議員

行
政
報
告
会
に
つ
い
て

生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
に
つ
い
て

で
考
え
た
手
段
で
し
た
が
、今
後

は
広
報
紙
や
、新
た
な
地
域
へ
出

向
い
て
の
会
合
等
で
、よ
り
多
く

の
住
民
の
方
々
に
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

報
告
会
へ
私
も
出
席
し
ま

し
た
が
、伊
方
地
区
あ
る
い

は
金
田
地
区
の
時
に
、報
告
し
た
こ

と
へ
の
質
問
は
受
け
付
け
、そ
れ
以

外
の
質
問
に
つ
い
て
は
拒
否
と
い

う
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
、町
長
自
身
、そ
の
よ
う
な
態
度

で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

報
告
会
ま
た
は
地
域
懇
談

会
は
、多
く
の
住
民
の
方
々
と
の

意
見
の
双
方
交
流
と
い
う
趣
旨

で
の
開
催
が
、望
ま
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。今
回
に
つ
い
て
は
、

夜
間
の
寒
い
時
期
で
も
あ
り
、雪

等
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、時
間
が
か
か
っ
て
は
難
渋
を

あ
た
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
の
心
配
も
あ
り
、７
時
か
ら
始

め
て
８
時
半
で
終
わ
る
こ
と
を

想
定
し
な
が
ら
、報
告
会
を
進
行

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
期
の
折
り
返
し
点
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。今
後

も
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

平
成
18
年
に
当
選
を
し
、

58
回
に
わ
た
り
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。よ
り
多
く
の
方
に
参
加
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
集
会
所
に
出
向
く
こ
と
が

一
番
い
い
方
法
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
等
の
推
進
状
況
等
も
あ

り
ま
す
し
、本
年
度
取
り
組
む
施

策
も
あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
ご
報

告
も
兼
ね
て
、近
い
う
ち
に
、よ

り
き
め
細
か
い
形
で
の
取
り
組

み
は
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
行
政
報
告
会
の
反

省
を
踏
ま
え
、よ
り
多
く
の

町
民
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
態
度

を
も
ち
、行
政
に
反
映
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
に
フ
ク
チ
・
フ
ァ
ン

イ
ン
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
福

智
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、開
催
し
た
趣
旨
は
。

【
町
長
】

 

イ
ベ
ン
ト
の
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
に
、食
と
器
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
し

た
。食
の
分
野
で
は
今
後
取
り
組

み
た
い
方
城
す
い
と
ん
、器
は
上

野
焼
、音
楽
と
し
て
は
全
国
で
も

愛
唱
さ
れ
て
い
る
作
曲
家
河
村

光
陽
さ
ん
で
す
。こ
れ
ら
を
町
内

外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
趣
旨
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
で
は
、

町
内
が
51
％
、田
川
市
郡

が
15
％
、筑
豊
地
区
が
21
％
、県
内

10
％
、県
外
か
ら
も
７
名
ほ
ど
見
え

ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、第
１

回
と
し
て
は
非
常
に
好
評
で
良
い

結
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

【
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
長
】

 

予
想
し
て
い
た
以
上
の
結

果
と
な
り
、特
に
町
外
か
ら
も
来

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、非
常
に

Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
日
本
新
聞
に
、漫
画
家
の

長
谷
川
法
世
さ
ん
に
上
野

焼
の
様
子
を
書
い
て
も
ら
い
、副
読

本
に
す
る
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、説
明
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
教
育
長
】

 

子
ど
も
た
ち
に
、自
分
の

生
ま
れ
故
郷
に
対
し
て
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
発

想
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。上
野
焼

は
福
智
町
の
１
つ
の
伝
統
産
業

と
し
て
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
形
か
ら
考
え
、子
ど
も
た
ち

に
な
れ
親
し
む
、ま
た
は
観
光
の

一
つ
と
し
て
活
用
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
と
い
う
中
で
、上
野
焼
の

発
生
か
ら
成
り
立
ち
、そ
し
て
現

在
と
い
う
形
で
、漫
画
的
に
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま

す
。現
在
、計
画
中
で
あ
り
ま
す

が
、長
谷
川
法
世
先
生
に
は
承
諾

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。小
学
校

３
年
生
、４
年
生
を
対
象
と
し
た

授
業
の
教
材
と
し
て
、ま
た
総
合

学
習
の
時
間
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
に
誇
り
を
持
つ
と
い

う
意
味
で
、長
谷
川
法
世
さ

ん
に
頼
む
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
郷
土
に
誇
り
を
持

つ
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。町
長
は
２
期
目
の

選
挙
公
約
で
、特
産
品
販
売
所
を

平
成
25
年
度
ま
で
に
設
置
す
る
と

い
う
考
え
を
示
し
て
い
ま
し
た

が
、今
現
在
、ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
。

【
町
長
】

町
長
選
挙
の
公
約
で
、列

記
し
た
１
項
目
で
す
。こ
の
近
辺

に
、道
の
駅
や
特
産
品
等
の
販
売

場
所
が
で
き
て
い
ま
す
が
、同
じ

よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
と
、共

倒
れ
に
な
り
ま
す
。一
線
を
画
し

た
、福
智
町
で
し
か
買
え
な
い
、

あ
る
い
は
福
智
町
な
ら
で
は
と

い
う
よ
う
な
特
色
づ
け
を
し
た

趣
旨
を
考
え
て
い
ま
す
。

道
の
駅
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
で
は
な
く
、別
の
形
で
の

福
智
町
の
特
産
品
販
売
所
と
い
う

構
想
を
、任
期
中
に
実
施
す
る
と
断

言
し
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

オ
リ
ー
ブ
に
し
て
も
、あ

と
３
、４
年
か
か
り
ま
す
。私
の

任
期
は
２
年
し
か
残
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、道
筋
は
経
過
を
見
な

が
ら
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

郷
土
史
に
つ
い
て

フ
ク
チ
・
フ
ァ
イ
ン
ド
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

終
え
て

観
光
の
一
環
と
し
て
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国
土
調
査
に
つ
い
て
、旧
町

ご
と
の
実
施
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
財
政
課
長
】

 

国
の
認
証
済
み
面
積
は
、

全
体
で
77
・
51
％
で
す
。内
訳
は
、

赤
池
地
区
が
45
・
28
％
、金
田
地

区
が
81
・
63
％
で
す
。法
務
局
へ

登
記
済
み
の
面
積
は
、全
体
で

71
・
55
％
、内
訳
は
、赤
池
地
区
が

45
・
28
％
、金
田
地
区
が
50
％
、方

城
地
区
は
１
０
０
％
で
す
。

国
土
調
査
に
つ
い
て
は
、丁

寧
な
調
査
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。共
同
持

分
の
も
の
も
、有
力
者
の
名
義
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、個
人
名
に
な
っ
て
い
る
も

の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ

て
い
ま
す
。

合
併
特
例
債
の
使
用
状
況

で
す
が
、借
入
限
度
額
が

１
３
３
億
９
６
３
０
万
円
、そ
の
う

ち
既
に
67
億
５
３
１
０
万
円
が
平

成
23
年
度
ま
で
に
実
施
さ
れ
、平
成

24
年
度
に
21
億
８
０
０
０
万
円
を

使
用
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、

残
り
44
億
６
２
７
０
万
円
は
平
成

27
年
度
ま
で
も
ち
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

合
併
特
例
債
は
平
成
27

年
度
で
一
応
10
カ
年
の
期
限
が

切
れ
ま
す
が
、こ
れ
は
将
来
的
な

総
合
計
画
の
中
で
も
、対
処
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
し
、昨
年
度
か
ら

過
疎
事
業
債
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
の
で
、う
ま
く
使
い
分
け
を
し

な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。過

疎
対
策
事
業
債
の
借
入

限
度
額
を
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
面
別
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
財
政
課
長
】

 

過
疎
対
策
事
業
の
ハ
ー
ド

面
は
借
入
限
度
額
が
あ
り
ま
せ

ん
。こ
れ
は
福
岡
県
の
枠
の
中
で

配
分
さ
れ
ま
す
。ソ
フ
ト
面
に
つ

い
て
は
国
の
基
準
が
あ
り
、福
智

町
は
１
億
１
０
０
０
万
円
程
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長
は
赤
池
中
学
校
の
建

て
替
え
に
つ
い
て
、約
13
億

円
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
よ
う
に

私
は
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、約
５
億

円
増
加
し
約
18
億
円
と
。当
時
の
発

言
か
ら
す
る
と
、ど
う
い
っ
た
こ
と

で
増
加
し
た
の
で
す
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

 

ご
指
摘
の
13
億
円
に
つ
い

て
は
、平
成
24
年
度
の
工
事
請
負

費
の
中
に
、校
舎
・
体
育
館
の
改

築
工
事
と
し
て
14
億
円
計
上
し

て
い
ま
す
が
、こ
の
部
分
の
み
を

言
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

現
地
建
て
替
え
で
は
な
く

て
、グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に
建

て
て
や
る
な
ら
ば
、仮
設
費
用
の
約

２
億
円
が
要
ら
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。赤
池
中
学
校

の
校
舎
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は

何
で
す
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

 

教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
を
取

り
入
れ
、教
科
ご
と
に
特
別
教
室

を
２
室
ず
つ
設
け
て
い
ま
す
。こ

れ
は
子
ど
も
た
ち
が
授
業
の
教

科
書
を
持
っ
て
、特
別
教
室
を
移

動
し
て
授
業
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。ま
た
、教
師
と
子

ど
も
た
ち
の
距
離
を
縮
め
る
と

い
う
こ
と
で
、職
員
室
は
別
に
あ

り
ま
す
が
、各
教
科
の
準
備
室
を

そ
れ
ぞ
れ
設
け
、先
生
方
が
常
時

詰
め
る
よ
う
な
形
を
考
え
て
い

ま
す
。教

科
セ
ン
タ
ー
方
式
が
赤

池
中
学
校
の
売
り
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、最
後
に
浦
田

町
長
、就
任
し
て
６
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。合
併
特
例
債
や
過
疎

対
策
事
業
債
と
、い
ろ
い
ろ
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
建
設
投

資
の
反
省
点
に
つ
い
て
何
か
あ
り

ま
す
か
。

【
町
長
】

 

基
本
は
行
政
区
か
ら
の

要
望
等
に
つ
い
て
優
先
的
に
お

こ
な
い
、公
共
施
設
等
に
つ
い
て

は
、緊
急
性
・
危
険
性
が
あ
る
も

の
の
建
て
替
え
や
改
築
を
考
え

て
い
ま
す
。合
併
し
て
約
６
年
が

経
過
し
、あ
る
程
度
目
安
が
つ
き

つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
は
よ

り
一
層
財
政
の
健
全
運
営
に
向

け
て
、意
は
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

健
全
運
営
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、私
が
今
ま
で

い
ろ
い
ろ
見
聞
き
し
た
中
で
は
、い

か
が
か
な
と
思
う
部
分
、あ
る
い
は

こ
の
予
算
は
使
い
過
ぎ
で
は
な
い

か
な
と
い
う
部
分
が
あ
る
と
私
は

感
じ
て
い
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
に
つ
い
て
も
、残
り

40
数
億
円
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。財
政

運
営
は
慎
重
に
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。類
似
団
体
で

は
、約
１
２
０
数
億
円
の
予
算
で
す

が
、福
智
町
に
お
い
て
は
約
20
億
円

膨
ら
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。町
長

の
認
識
は
ど
う
で
す
か
。

【
町
長
】

 

類
似
団
体
と
比
べ
る
と
、

相
当
程
度
予
算
規
模
が
膨
ら
ん

で
い
ま
す
。こ
れ
は
い
ろ
ん
な
要

素
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、十

分
足
元
を
見
詰
め
自
戒
し
な
が

ら
、財
政
運
営
に
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

の
答
申
に
よ
り
大
綱
が
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
大
綱
の

実
施
期
間
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

【
町
長
】

 

平
成
19
年
度
か
ら
今
年
度

23
年
度
の
５
年
間
が
対
象
で
す
。

大
綱
に
は
、町
税
が
町
の
主

財
源
で
あ
り
、収
納
対
策
会

議
を
定
期
的
に
開
き
、滞
納
整
理
の

進
捗
状
況
及
び
対
策
に
つ
い
て
各

課
で
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、毎
年

の
未
収
金
を
最
小
限
に
抑
え
て
、収

納
率
向
上
を
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
む
と
あ
り
ま
す
。ま
た
、各
部

署
は
数
値
目
標
を
定
め
、収
納
率
向

上
に
取
り
組
む
と
も
あ
り
ま
す
。実

施
計
画
で
は
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
を
定
め
、行
財
政
改
革
推
進
本

部
で
、進
捗
状
況
の
点
検
を
毎
年
お

こ
な
い
、適
切
な
進
行
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、そ
の
状
況
を
公
表
す

る
と
あ
り
ま
す
が
、推
進
本
部
内
で

協
議
さ
れ
た
内
容
等
の
説
明
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
総
務
課
長
】

 

推
進
委
員
会
の
会
議
等
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

本
当
に
行
財
政
改
革
を
進

め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、本

部
長
で
あ
る
町
長
が
徴
収
を
お
こ

な
い
、少
な
く
と
も
年
１
回
は
、こ

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
、そ
の
結
果
を
町
民
に
公
表
し

て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
が
。

【
町
長
】

 

行
財
政
改
革
推
進
本
部
と

い
う
形
で
は
、取
り
組
み
が
あ
り

ま
せ
ん
。し
か
し
庁
議
や
収
納
対

策
会
議
、町
づ
く
り
の
各
会
合
の

中
で
、５
年
間
に
わ
た
っ
て
の
行

財
政
改
革
の
骨
子
と
な
る
も
の

に
つ
い
て
は
、確
認
を
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。町
民
の
方
々
に

公
表
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、町
の
広
報
紙
に
は
、情
報

の
提
供
や
我
々
の
取
り
組
み
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。行
財
政
改
革
本
部
が
せ
っ
か

く
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
、機
能

を
十
分
発
揮
し
て
い
な
い
と
い

う
御
指
摘
は
、し
っ
か
り
受
け
と

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
推
進
本
部
関

係
者
名
簿
を
見
る
と
、本

部
長
は
町
長
、副
本
部
長
は
副
町

長
そ
れ
か
ら
教
育
長
が
入
っ
て
お

り
、総
務
・
民
生
・
事
業
・
教
育
な

ど
各
部
局
に
は
、課
長
の
名
前
を

連
ね
て
い
ま
す
。設
置
要
綱
が
作

成
さ
れ
て
い
る
の
に
、１
回
も
開

催
さ
れ
ず
、実
行
し
て
い
な
い
と

な
れ
ば
、こ
れ
は
余
り
に
も
無
責

任
で
す
。こ
の
行
財
政
改
革
大
綱

を
つ
く
る
ま
で
に
は
、大
変
な
労

力
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。こ
れ
だ
け
の
計
画
を
立
て
な

が
ら
、５
年
間
何
も
行
っ
て
い
な

い
と
は
、ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

【
町
長
】

 

行
財
政
改
革
本
部
と
し
て

の
取
り
組
み
は
正
式
に
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
、答
申
に
沿
っ
た
形

で
、各
課
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん

で
い
ま
す
の
で
、何
も
実
施
を
し

て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。行
政
の
推
進
に
向
け

て
は
、こ
こ
で
計
画
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、各
行
政

分
野
で
進
め
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
は
、町
民
の
理

解
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

毎
年
、進
捗
状
況
を
精
査
し
、町
民

に
報
告
を
し
、新
た
に
取
り
組
む
こ

と
が
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。行
財
政

改
革
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。今

後
、積
極
的
に
行
財
政
改
革
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

大
綱
の
中
で
は
、１
年
ご

と
に
町
民
の
方
々
へ
報
告
す
る

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。怠
っ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
反
省
を
し
、

今
後
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
に
、隣
接
す
る

２
軒
の
家
屋
に
被
害
が
で

ま
し
た
。被
害
に
遭
わ
れ
た
２
軒
の

方
と
会
い
、話
を
聞
き
ま
し
た
か
。

【
町
長
】

 

工
事
終
了
後
１
年
以
上
を

経
過
し
、２
軒
の
方
々
に
は
大
変

御
心
労
・
御
苦
労
を
お
か
け
し
て

い
る
と
反
省
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。当
初
予
算
で
解
決
に
向

け
て
の
予
算
計
上
を
し
て
い
ま

す
が
、早
期
に
解
決
を
図
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

水
道
使
用
料
の
個
人
情
報

が
漏
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

新
聞
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ

は
個
人
情
報
保
護
条
例
違
反
で
大

変
な
問
題
で
す
。町
長
は
「
住
み
続

け
た
い
町
、住
ん
で
み
た
い
町
、安

全
・
安
心
」と
い
つ
も
言
っ
て
い
ま

す
が
、こ
の
よ
う
な
情
報
が
漏
れ

て
、ど
こ
に
安
全
・
安
心
が
あ
り
ま

す
か
。こ
れ
は
誰
の
責
任
で
す
か
。

【
町
長
】

 

当
該
の
臨
時
職
員
が
、何

気
な
く
そ
の
よ
う
な
情
報
を
取

り
出
し
た
と
い
う
確
認
が
で
き

ま
し
た
。

　
【
水
道
課
長
】

　

昨
年
度
、こ
の
状
況
を
町
長
等

に
報
告
し
、７
月
時
点
で
町
長
か

ら
厳
重
注
意
を
受
け
ま
し
た
。

福
智
町
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
を
ど
の
よ
う
に
回
復
す

る
の
か
、町
長
に
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】

 

記
事
に
な
る
こ
と
自
体

が
、町
民
の
方
々
の
信
頼
を
損
ね

ま
す
。　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
、本

当
に
反
省
し
て
も
反
省
し
つ
く

せ
な
い
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。改
め
て
何
ら
か

の
形
で
、町
民
の
方
々
に
は
御
報

告
、そ
し
て
お
詫
び
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
調
査
を
し
、町
民

に
説
明
を
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。水
道
関
係
だ

け
で
な
く
、ほ
か
の
情
報
を
漏
ら

し
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

町
長
、責
任
を
も
っ
て
解
決
し
て

く
だ
さ
い
。

渡邉文敏 議員

今
後
の
行
財
政
改
革

上
金
田
下
排
水
路
工
事

情
報
漏
え
い
問
題

国
土
調
査
の
状
況
は

合
併
特
例
債
・

過
疎
事
業
債
の
使
い
道
は
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ここが聞きたい
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平
成
16
年
の
小
泉
政
権
時

代
に
、平
成
の
大
合
併
と
い

う
こ
と
で
、福
岡
県
に
お
い
て
も
、

今
年
の
１
月
８
日
付
け
で
97
自
治

体
か
ら
60
自
治
体
に
な
り
、田
川
市

郡
に
お
い
て
も
福
智
町
が
唯
一
合

併
し
た
わ
け
で
す
。今
回
、情
報
公

開
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
が
、福
岡

県
内
の
自
治
体
の
４
月
１
日
時
点

で
の
情
報
公
開
ラ
ン
キ
ン
グ
を
ま

と
め
た
も
の
が
あ
り
、田
川
市
郡
に

お
い
て
は
22
番
目
の
川
崎
町
が
一

番
よ
く
、福
智
町
は
ワ
ー
ス
ト
４
位

で
す
。そ
れ
が
ゆ
え
に
、旧
赤
池
町

立
病
院
跡
地
の
売
却
問
題
や
古
門

高
木
橋
線
の
補
償
問
題
、入
札
問
題

な
ど
、町
長
の
独
断
専
行
で
お
こ

な
っ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
ど
う

考
え
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

独
断
専
行
、独
断
即
決
は
、

し
て
い
な
い
つ
も
り
で
す
し
、そ

れ
ぞ
れ
積
み
上
げ
て
き
た
議
論

の
中
で
、結
論
を
出
し
て
い
く
姿

勢
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

誤
解
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。独

断
専
行
で
な
い
と
い
う

な
ら
ば
、次
か
ら
次
に
百
条

委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。も
っ
と
情
報
報
告
、公

開
を
し
て
い
れ
ば
、こ
う
い
う
問
題

は
起
き
て
い
な
い
は
ず
で
す
。旧
赤

池
町
立
病
院
跡
地
の
売
却
に
つ
い

て
も
、広
報
ふ
く
ち
で
公
募
し
て
い

た
よ
う
で
す
が
、公
募
の
期
間
も
短

く
、細
か
な
字
で
掲
載
し
て
い
て
情

報
公
開
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。先

程
の
答
弁
で
誤
解
で
は
な
い
か
と

い
い
ま
し
た
が
、そ
の
結
果
が
私
た

ち
町
民
に
見
え
て
い
ま
せ
ん
。行
政

ら
し
い
、し
っ
か
り
と
し
た
形
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
。

【
町
長
】

 

そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
、視
点

の
問
題
で
、受
け
取
り
方
が
違
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、少
な
く

と
も
独
断
専
行
と
い
う
こ
と
は

あ
り
得
ま
せ
ん
し
、行
政
の
あ
り

方
と
し
て
、ご
存
じ
の
よ
う
に
担

当
か
ら
積
み
上
げ
、最
終
結
論
は

責
任
者
で
あ
る
私
が
決
裁
を
す

る
と
い
う
手
続
は
少
な
く
と
も

踏
ん
で
い
ま
す
。今
、ご
指
摘
の

こ
と
も
恐
ら
く
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、逸
脱
し
た
取
り
組
み
は
し

て
い
な
い
つ
も
り
で
す
。

広
報
ふ
く
ち
を
毎
月
発
行

し
全
戸
配
付
し
て
い
ま
す

が
、発
行
部
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
総
務
課
長
】

 

月
に
１
回
、平
均
26
ペ
ー

ジ
で
、９
４
０
０
部
を
発
行
し
て

い
ま
す
。配

付
の
軒
数
は
。

【
総
務
課
長
】

 
９
４
０
０
冊
発
行
し
、そ

れ
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

福
智
町
の
世
帯
数
は
、

９
４
０
０
戸
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

【
総
務
課
長
】

 

９
４
０
０
部
発
行
し
て

い
ま
す
が
、各
公
共
施
設
や
郵
便

局
、農
協
等
に
も
部
分
的
に
配
布

を
し
て
い
ま
す
。

月
単
位
の
印
刷
代
は
幾
ら

で
す
か
。

【
総
務
課
長
】

 

月
平
均
約
36
万
円
で
、年

間
に
す
る
と
約
４
５
０
万
円
で
す
。

広
報
紙
に
つ
い
て
は
、旧
赤

池
町
の
時
に
全
国
で
も
優

良
表
彰
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す

が
、毎
月
平
均
26
ペ
ー
ジ
を
作
成

す
る
広
報
の
係
が
苦
労
さ
れ
て
い

る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。広
報
紙

を
発
行
す
る
こ
と
に
反
対
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、私
な
り
に
電
話
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
福
智
町

で
１
０
０
軒
程
度
行
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
89
軒
の
方
か
ら
回
答
を

頂
き
、過
半
数
の
方
が
「
隅
々
ま

で
読
む
」、「
時
々
読
む
」と
い
う
結

果
で
し
た
。年
間
約
４
５
０
万
円

を
か
け
て
、毎
月
発
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。ま
た
こ

の
先
、行
財
政
改
革
を
考
え
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、２
ヶ
月
に
１
回

の
発
行
で
も
い
い
の
で
は
な
い
で

す
か
。【

総
務
課
長
】

 

広
報
紙
は
担
当
２
名
で
作

成
し
て
い
ま
す
。情
報
量
が
結
構

あ
り
ま
す
の
で
、か
な
り
の
時
間

を
か
け
て
い
る
状
況
で
す
。

　
【
町
長
】

　

町
と
し
て
も
、本
庁
舎
１
階
ロ

ビ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
箱
を
設
置

し
調
査
を
し
ま
し
た
が
、「
毎
回

読
ん
で
い
る
」が
82
％
、「
た
ま
に

読
む
」が
14
％
と
、約
96
％
の
方

が
広
報
紙
を
し
っ
か
り
見
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
実
態
も

あ
り
ま
す
。ま
た
、情
報
公
開
を

積
極
的
に
す
べ
き
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、き
め
細
か
く
、町

民
の
方
々
に
周
知
を
図
り
、伝
達

を
し
て
い
く
責
務
が
行
政
に
は

あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。今

後
と
も
紙
面
の
充
実
、そ
し
て
町

民
の
方
々
に
、よ
り
使
わ
れ
や
す

い
、読
み
ご
た
え
の
あ
る
、読
ん

で
役
に
立
て
る
よ
う
な
構
成
で
、

今
後
と
も
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と

違
う
よ
う
で
す
が
、な
か
な

か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
い
う
の
は
、

難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。髙
津
議
員

の
質
問
の
中
に
も
あ
り
ま
し
た
行

政
報
告
会
で
す
が
、広
報
紙
に
掲
載

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、７
カ

所
で
１
７
０
数
名
し
か
来
ら
れ
て

い
な
い
。寒
か
っ
た
か
ら
と
い
う
問

題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。町
長
自

広
報
紙
に
つ
い
て

身
が
、真
摯
に
町
民
の
気
持
ち
を
受

け
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
結
果

が
出
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。町
長

は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

髙
津
議
員
の
質
問
で
も
お

答
え
し
ま
し
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。参
加

者
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、我
々
と
し
て
も
、反
省
を

し
、今
後
は
よ
り
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
手
だ
て
を
講
じ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
併
し
た
当
時
に
各
行
政

区
を
ま
わ
り
、実
施
し
た

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
形
が
良

か
っ
た
の
で
は
と
考
え
ま
す
。ま

た
、行
政
報
告
会
は
町
長
だ
け
が
主

張
す
る
の
で
は
な
く
、質
疑
応
答
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。も
う
少
し
現
状

を
踏
ま
え
て
、今
後
は
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
切
に
希
望
し
ま

す
。次
は
特
産
館
ふ
く
ち
の
郷
に
つ

い
て
、平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

に
、駐
車
場
改
良
工
事
７
１
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、現
地
を
確
認

し
ま
し
た
。確
か
に
陥
没
は
し
て
い

ま
す
が
、現
時
点
で
、整
備
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
。日

王
の
湯
の
ト
イ
レ
は
、男
女
兼
用
と

な
っ
て
お
り
、女
性
が
入
り
に
く
い

と
の
声
も
あ
り
ま
す
。同
じ
税
金
を

使
う
な
ら
、も
う
少
し
、絶
対
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

【
町
長
】

 

貴
重
な
町
民
の
方
の
税
金

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
か
ら
、町
民
の
方
々
に
納
得
い

た
だ
け
る
予
算
編
成
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
が
、今
回
提
案
を
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
も
、ぜ
ひ
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
日
王
の
湯
に
つ
い
て
も
、今

後
対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。ふ

く
ち
の
郷
の
整
備
は
、急

を
要
す
る
問
題
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。日
王
の
湯
は
、お
客

様
あ
っ
て
の
も
の
で
す
。町
長
、担

当
課
長
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
の
質
問
で
す
が
、水
道
料
金
の

個
人
情
報
漏
え
い
問
題
に
つ
い
て
、

個
人
情
報
は
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
と
法
律
で
も
定
め
ら
れ
て
お
り
、

大
変
な
事
件
だ
と
思
い
ま
す
。公
開

す
べ
き
情
報
は
公
開
せ
ず
、し
て
は

な
ら
な
い
も
の
を
出
す
と
い
う
こ

と
は
大
問
題
で
す
。新
聞
報
道
も
見

た
町
民
か
ら
、今
の
町
政
・
議
会
に

つ
い
て
、お
し
か
り
も
受
け
て
い
ま

す
。最
終
的
に
、町
長
は
き
ち
ん
と

町
民
の
方
に
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
問
題
に

つ
い
て
、最
終
的
に
で
す
が
、警
察

に
被
害
届
を
出
し
調
査
を
す
る
よ

う
な
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、大

変
重
要
な
こ
と
だ
と
理
解
し
て

い
ま
す
。今
後
気
を
引
き
締
め

て
、町
民
の
方
の
信
頼
を
損
な
う

よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
、取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
、け
じ
め
と
し
て
き
ち
ん

と
し
た
形
で
、町
民
の
方
々
に
こ

の
件
に
つ
い
て
は
、ご
報
告
・
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
回
の
件
に
つ
い
て
、最
終

的
に
誰
が
責
任
を
取
り
ま

す
か
。

【
町
長
】

 

今
回
の
件
に
つ
い
て
は
、

私
の
処
分
等
も
含
め
て
、早
急
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
は
最
高
責
任
者
で
す
。

こ
の
よ
う
な
大
事
な
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
で
は
通
り
ま
せ

ん
。強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ

て
「
い
い
町
づ
く
り
」を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
と
わ
ざ

で
も
あ
り
ま
す
が
「
初
心
忘
れ
る

べ
か
ら
ず
」、山
積
し
て
い
る
問
題

を
一
つ
一
つ
解
決
し
、今
後
も
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
に
、東

日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京

電
力
の
原
子
力
発
電
所
が
事
故
を

起
こ
す
と
い
う
、あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。い
ま
だ
に
事
故
処
理
の
問
題
や

物
理
的
な
補
償
、原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
後
の
処
理
や
放
射
線
廃
棄
物

の
処
理
を
ど
う
す
る
の
か
、大
変
大

き
な
課
題
が
残
っ
た
ま
ま
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、被
災
者
の
精
神

的
な
苦
痛
も
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、脱
原

子
力
発
電
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
、電
力
の
地
産
地
消
が
必
要
だ
と

訴
え
、昨
年
の
６
月
・
９
月
定
例
会
、

１
月
の
臨
時
会
で
も
、個
人
住
宅
へ

の
太
陽
光
発
電
設
置
に
対
す
る
助

成
制
度
の
要
望
を
し
て
き
ま
し
た
。

国
の
制
度
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た

り
４
万
８
０
０
０
円
の
助
成
制
度
、

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。ま
た
福
岡

県
内
で
は
、約
20
自
治
体
が
独
自
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
本
年

度
６
月
か
ら
は
、田
川
市
で
も
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
補

助
と
し
て
１
キ
ロ
あ
た
り
２
万
円
、

上
限
10
万
円
の
助
成
制
度
が
実
施

を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
智
町
で
は
、今
後
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

特
産
館
ふ
く
ち
の
郷

敷
地
の
整
備
に
つ
い
て

水
道
料
金
の

　

情
報
漏
え
い
に
つ
い
て

沼口富生 議員

太
陽
光
発
電
設
置
に

　

対
す
る
助
成
制
度
を

朝部 　壽 議員

福
智
町
の
情
報
公
開
は
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【
町
長
】

 
条
例
の
改
正
等
が
必
要
で

す
が
、平
成
24
年
度
か
ら
実
施
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

条
例
の
改
正
が
済
み
次
第
、

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

さ
か
の
ぼ
っ
て
助
成
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。助
成
金
額
や
所
得

制
限
、条
件
な
ど
、現
在
で
分
か
る

範
囲
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
町
長
】

 

助
成
の
条
件
な
ど
は
、他
自

治
体
の
実
施
事
例
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、そ
の
時
点
で
御
報

告
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
の
３
Ｒ
施
策

制
度
で
は
、循
環
型
経
済
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
、喫
緊
の
対
応
が

必
要
だ
と
な
っ
て
い
ま
す
。環
境
型

経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
す
る
た

め
に
は
、従
来
の
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

を
拡
大
し
、廃
棄
物
の
発
生
の
抑

制
、再
利
用
、再
資
源
化
と
い
っ
た

取
り
決
め
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
際
の
取
り
組
み
は
、事
業

者
、国
民
、地
方
公
共
団
体
な
ど
に

対
し
て
求
め
て
い
く
ル
ー
ル
を
設

定
し
て
い
ま
す
。町
長
は
、理
想
的

な
分
別
収
集
と
い
う
も
の
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

ご
み
の
収
集
は
、細
分
化
を

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、よ
り
理
想
に
近

い
循
環
型
社
会
の
構
築
が
で
き
る

と
認
識
は
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

福
智
町
は
現
在
、田
川
地
区
清
掃
施

設
組
合
の
一
員
で
す
の
で
、他
の
加

盟
自
治
体
と
の
協
議
、連
携
も
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

方
向
に
、少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う

な
意
見
は
田
川
地
区
清
掃
施
設
組

合
区
の
中
で
も
言
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。ま
た
、福
智
町
の
中

で
も
そ
の
よ
う
な
環
境
が
少
し
で

も
醸
成
で
き
る
よ
う
に
、努
力
は
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
は
、有

効
な
再
資
源
材
料
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。な
ぜ
福
智
町
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
収
集
し
て
い

な
い
の
か
と
い
う
素
朴
な
質
問
を

い
た
し
ま
す
。田
川
地
区
清
掃
施
設

組
合
に
加
盟
し
て
い
る
田
川
市
で

は
、既
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み(

容

器
・
包
装)

は
分
別
収
集
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

限
り
あ
る
石
油
資
源
で
で
き
て
い

ま
す
。こ
れ
を
分
別
し
、リ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と
で
、天
然
資
源
で
あ
る

石
油
の
使
用
料
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
焼
却
量
を
減
ら
す
こ
と
で
、Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。福
智
町
で

も
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
分
別
収

集
で
き
ま
せ
ん
か
。

【
町
長
】

 

現
在
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
に
つ
い
て
は
、焼
却
処
理
を
し
て

い
ま
す
。田
川
地
区
清
掃
施
設
組
合

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、現
状
は
、糸

田
町
と
福
智
町
の
２
町
で
、ご
み

焼
却
・
し
尿
処
理
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。糸
田
町
と
合
議
を
し
な
が

ら
、そ
の
よ
う
な
方
向
で
取
り
組
め

る
の
か
、話
し
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。ま
た
、田
川
地
区
清
掃
施
設
組

合
の
中
で
も
議
論
を
起
こ
し
、な
る

べ
く
理
想
的
な
取
り
組
み
に
近
づ

け
る
よ
う
に
、努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
の

延
長
は
、現
在
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

【
総
務
課
長
】

 

時
間
外
の
対
応
は
し
て
い

ま
せ
ん
。住

民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
、時

間
を
延
長
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
な
ど
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

町
民
の
方
に
、よ
り
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
利
便
性
の

向
上
に
向
け
て
、検
討
を
早
急
に

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
員
と
の
関
係
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
、十
分
に

配
慮
を
し
て
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。町

長
の
施
政
方
針
で
、振
興

策
と
し
て
観
光
の
町
づ
く

り
を
あ
げ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

農
家
民
泊
、窯
元
陶
泊
の
こ
と
を
述

べ
て
い
ま
す
が
、実
際
に
行
お
う
と

考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

【
町
長
】

 

現
在
、観
光
協
会
設
立
に

向
け
て
３
つ
の
部
会
な
り
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
け
て
い
ま
す
。観

光
の
町
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た

め
の
事
業
を
研
究
す
る
会
、観
光

協
会
の
設
立
に
向
け
た
準
備
会
、

特
産
品
や
名
物
料
理
の
開
発
に

向
け
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、こ
の

３
つ
の
部
会
等
で
住
民
の
方
々

と
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。そ
の
中
で
、福
智
町
で

取
り
組
め
る
と
し
た
ら
、ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
の
か

と
い
う
議
論
の
中
か
ら
、農
家
に

泊
ま
り
一
緒
に
作
業
を
し
て
い

た
だ
く
と
か
、上
野
焼
の
窯
元
に

泊
ま
り
陶
器
を
作
成
す
る
な
ど

の
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。先
日
、

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
安
心
院

へ
視
察
研
修
に
委
員
の
方
々
が

行
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

意
見
等
を
踏
ま
え
、農
家
民
泊
や

窯
元
陶
泊
を
施
政
方
針
の
中
で

書
い
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
事
業
の
メ
ン
バ
ー
構
成

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
長
】

 

現
在
13
部
門
か
ら
出
て
い

ま
す
。上
野
焼
協
同
組
合
、商
工

会
、文
化
連
盟
、ふ
じ
湯
の
里
、日

王
の
湯
、平
成
筑
豊
鉄
道
、上
野

の
里
ふ
れ
あ
い
市
、ふ
じ
の
会
、

物
産
館
に
拾
伍
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
、農
政
課
、生
涯
学

習
課
、ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課

と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
長
】

 

大
き
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、３
月
３
日
に
開
催
し
た
フ
ク

チ
フ
ァ
イ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
な
り
ま
す
。観
光
地
と
し
て

の
Ｐ
Ｒ
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

べ
き
か
、そ
の
実
演
と
い
う
形
で

取
り
組
ん
だ
と
い
え
ま
す
。

観
光
協
会
の
準
備
会
助
成

に
対
す
る
予
算
も
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、具
体
的
な
構
想
の

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
長
】

 

特
産
品
の
研
究
開
発
等
や

ふ
る
さ
と
バ
ス
ツ
ア
ー
等
、今
ま

で
行
っ
て
き
た
観
光
事
業
と
結

び
つ
く
事
業
を
検
証
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
は
複
雑
な
組
織
・

形
態
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
ら
し
く
、予
算
的
に
順
調
に
い
っ

て
い
る
場
合
は
良
い
の
で
す
が
、運

営
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、仕
組
み

が
壊
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。観

光
協
会
の
代
表
者
は
公
募
す
る
と

の
こ
と
で
す
が
、代
表
者
へ
の
報
酬

な
ど
支
払
う
必
要
性
が
出
て
き
ま

す
。観
光
協
会
の
運
営
資
金
は
、町

の
助
成
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、何
か

し
ら
の
収
入
源
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

【
町
長
】

 

当
初
は
町
の
助
成
等
も

必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、自
立
し

た
組
織
と
し
て
民
間
の
活
力
で

動
け
る
よ
う
な
形
態
を
考
え
て

い
ま
す
。観
光
協
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
に
は
、商
工
会
や
農
協
な
ど

各
団
体
が
入
っ
て
く
る
か
と
思

い
ま
す
の
で
、協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
、自
立
し
た
観
光
協
会
の
組
織

運
営
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
長
の
答
弁
を
聞
い
て
不

安
を
覚
え
ま
す
。今
の
町
長

の
考
え
で
は
、観
光
協
会
の
運
営
は

厳
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

や
は
り
、別
の
収
入
源
を
観
光
協
会

に
与
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、町
長
も
研

究
を
さ
れ
て
、担
当
課
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長
は
毎
回
、福
智
町
の
基

幹
産
業
は
農
業
で
あ
る
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、平
成
24
年
度
の

当
初
予
算
を
見
て
も
新
し
い
取
り

組
み
が
、見
ら
れ
ま
せ
ん
。農
業
を

盛
り
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
、町
と
し

て
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

平
成
23
年
度
か
ら
、米
・

野
菜
等
の
地
産
地
消
が
実
現
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
オ
リ
ー
ブ
の
植

栽
を
図
り
な
が
ら
、将
来
的
な
特

産
品
も
兼
ね
て
、農
業
振
興
の
役

割
を
果
た
す
べ
く
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
で
、米
飯
給
食
が

週
に
１
度
、２
度
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。米
は
、田
川
農
協
か

ら
買
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

や
は
り
福
智
町
で
生
産
さ
れ
た
米

を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、以
前

か
ら
申
し
上
げ
て
い
ま
す
が
。

【
学
校
教
育
課
長
】

 

米
に
つ
い
て
は
農
協
か
ら

福
岡
県
の
給
食
会
に
、福
智
町
産

の
米
の
み
を
入
れ
る
話
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま

た
野
菜
に
つ
い
て
は
、現
在
上
野

ふ
れ
あ
い
市
へ
耕
作
者
名
簿
の

提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の

で
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
も

含
め
て
、今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

仕
入
れ
て
い
く
の
か
協
議
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
米
は
地
元
産
を
使
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。体
制
が
非
常
に
遅
い
気
が
し
ま

す
。農
家
個
人
に
は
、こ
の
よ
う
な

情
報
が
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。現
在

の
厳
し
い
状
況
の
中
、農
家
も
新
し

い
生
活
の
糧
を
求
め
て
い
ま
す
。関

係
団
体
だ
け
で
は
な
く
、直
接
農
家

に
も
伝
わ
る
よ
う
な
施
策
を
と
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

旧
赤
池
町
立
病
院
跡
地
の

と
こ
ろ
に
、福
祉
バ
ス
の
バ

ス
停
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、一
画
に

小
さ
な
ベ
ン
チ
を
備
え
た
休
憩
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
の
土
地

も
売
却
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

【
町
長
】

 

ま
だ
売
却
は
し
て
い
ま
せ

ん
。こ
れ
か
ら
の
作
業
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。

変
則
的
な
交
差
点
と
な
っ

て
お
り
、交
通
量
も
多
い
道

路
で
す
。福
祉
関
係
に
使
う
車
両
に

つ
い
て
は
、安
全
に
乗
り
降
り
が
で

き
、道
路
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う

な
安
全
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

福
祉
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
は
、社
協
へ
委
託
を
し
て
い
ま

す
が
、町
民
の
方
が
安
全
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
前
提

な
の
で
、社
協
等
に
も
意
見
を
伝

え
、行
政
側
の
意
見
も
言
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
運
営
は
社
協
に
依

頼
さ
れ
て
い
ま
す
が
、費

用
等
は
町
も
負
担
し
て
い
ま
す
。

社
協
に
責
任
転
換
す
る
の
で
は
な

く
、町
の
体
制
と
し
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。行
政
も

積
極
的
に
動
き
、住
民
の
声
と
し

木村幸治 議員

福
智
町
振
興
策

観
光
の
ま
ち
づ
く
り

窓
口
業
務

福
祉
バ
ス

農
業
振
興

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
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て
十
分
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
有
地
に
つ
い
て
、前
回
、

私
が
一
般
質
問
を
お
こ
な

い
、そ
れ
以
後
、幾
ら
か
は
表
札
な

ど
を
立
て
て
管
理
し
て
い
る
の
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
町
有
地
を
管
理
し
て

い
く
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
町
長
】

 

主
に
普
通
財
産
に
な
り

ま
す
が
、草
刈
り
や
木
の
伐
採
等

で
、通
常
の
維
持
管
理
を
中
心
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。定
期
的
に
巡

回
等
を
含
め
、普
通
財
産
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。普
通
財
産
の
中

に
は
、行
政
目
的
で
使
わ
れ
て
い

た
も
の
が
、そ
の
後
遊
休
地
と
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。処
分
可
能
な
遊
休
地

に
つ
い
て
は
、売
却
の
た
め
の
条

件
整
備
等
に
努
め
な
が
ら
、順

次
、売
却
を
し
、整
理
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
19
年
10
月
に
、５
年
計

画
で
行
財
政
改
革
を
町
長

が
打
ち
出
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

今
述
べ
た
よ
う
な
計
画
実
施
と
い

う
こ
と
で
、検
討
を
19
年
、20
年
で

お
こ
な
い
、21
年
か
ら
23
年
で
実

施
を
し
た
と
経
過
報
告
が
あ
り
ま

す
が
、こ
の
実
施
に
つ
い
て
も
目

に
見
え
な
い
も
の
が
あ
り
、我
々

も
議
員
と
し
て
町
有
地
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の

か
と
関
心
も
あ
り
ま
す
。５
年
計

画
で
行
っ
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
、

内
容
等
に
つ
い
て
も
我
々
に
知
ら

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま
た
、土
地
の
売
却
方
法
に
つ

い
て
も
23
年
４
月
に
統
一
を
し
、

売
却
を
し
て
い
る
と
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、こ
の
実
施
の
中

で
、３
年
間
に
つ
い
て
は
、ど
う
い

う
形
で
売
却
し
、町
の
財
政
に
ど

れ
だ
け
加
味
し
た
も
の
な
の
か
。

我
々
に
報
告
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。当
然
、我
々
議
員
に
報
告
が

あ
っ
て
も
し
か
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

議
会
に
報
告
す
る
と
こ

と
を
怠
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
、大
い
に
反
省
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。今
後
そ
う
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、逐
一
、議
会
あ

る
い
は
町
民
の
方
々
に
、周
知
を

図
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
有
地
は
か
な
り
あ
り
ま

す
の
で
、維
持
管
理
や
売

却
に
つ
い
て
は
、十
分
配
慮
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
特
に
気
に
な
っ
て
い
る

の
は
、方
城
支
所
の
近
辺
に
あ
る

町
有
地
で
す
。こ
こ
は
バ
イ
パ
ス

通
り
で
、色
々
な
も
の
が
集
結
し

て
き
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
『
拾

伍
』の
隣
に
当
初
、ふ
じ
湯
の
里

が
建
設
を
す
る
と
き
に
、石
を
約

１
０
０
０
万
円
か
け
て
運
び
ま
し

た
が
、現
在
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

い
ま
す
。ま
た
、そ
の
横
に
あ
る
土

地
は
、方
城
町
商
工
会
が
移
転
し

て
き
た
当
時
、駐
車
場
が
足
り
な

い
と
い
う
こ
と
で
、個
人
の
土
地

と
交
換
は
し
ま
し
た
が
、そ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

そ
の
横
の
交
差
点
付
近
に
は
防
火

水
槽
が
埋
ま
っ
て
お
り
、利
用
価

値
が
な
い
状
態
の
土
地
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
と
も
う
１
点
は
、方
城

ス
ー
パ
ー
横
の
焼
き
物
屋
で
す
。

こ
れ
は
同
和
事
業
で
建
て
た
も
の

で
す
が
、も
う
既
に
返
還
さ
れ
、そ

の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
、

行
政
と
し
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

私
は
あ
の
地
域
を
町
が
貸
し
出

し
、活
性
化
を
図
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

防
火
水
槽
が
埋
ま
っ
て

い
る
交
差
点
脇
の
と
こ
ろ
は
、道

路
交
通
法
等
の
絡
み
も
あ
り
ま

す
の
で
、警
察
と
も
協
議
を
し
て

結
論
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。現
在
の
と
こ
ろ

『
拾
伍
』の
横
、商
工
会
の
横
は
、

売
却
あ
る
い
は
貸
し
付
け
等
が

で
き
る
対
象
地
に
な
っ
て
い
ま

す
。企
業
誘
致
の
用
地
と
し
て
選

定
を
し
て
い
ま
す
の
で
、有
効
活

用
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

方
城
ス
ー
パ
ー
の
横
の
建
物
は
、

バ
イ
パ
ス
際
の
大
変
重
要
で
便

利
な
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、企
業
誘
致
、あ
る
い
は
観
光

づ
く
り
に
重
要
な
要
素
と
し
て
、

活
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
含
め

て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。福

智
町
に
な
っ
て
６
年
目

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、こ
う

い
う
と
こ
ろ
に
目
が
行
き
届
い
て

い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
れ
か

ら
の
福
智
町
を
目
指
す
の
で
あ
れ

ば
、ま
ず
手
の
つ
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
解
決
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。様
々
な
障
害
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ

を
行
う
の
は
や
は
り
行
政
、町
長

を
初
め
、皆
様
方
の
仕
事
じ
ゃ
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
に

関
連
し
て
、岩
屋
公
園
で
す
が
、旧

方
城
町
の
と
き
に
３
億
円
を
か
け

て
整
備
を
し
て
い
ま
す
。当
時
は

炭
焼
き
小
屋
も
あ
り
、ヤ
マ
メ
を

放
流
し
、キ
ャ
ン
プ
場
を
つ
く
り
、

キ
ャ
ン
プ
を
す
る
人
た
ち
を
誘
致

し
よ
う
と
い
う
観
光
の
一
環
と
し

て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
し
た

が
、十
数
年
の
中
で
寂
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。現
在
は
、町
か
ら
管

理
費
を
出
し
地
元
の
方
に
維
持
管

理
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
状
態
で

す
。今
後
の
取
り
組
み
、開
発
、町

づ
く
り
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、当

然
こ
の
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

岩
屋
公
園
は
、旧
方
城
町

か
ら
の
利
用
目
的
を
引
き
継
い

で
い
ま
す
し
、観
光
の
町
を
つ

く
っ
て
い
く
中
で
は
、歴
史
の
あ

る
地
域
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。何

と
か
活
用
で
き
る
よ
う
に
、具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。観

光
は
、上
野
焼
、ふ
じ
湯

の
里
、日
王
の
湯
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。観
光
協
会
を

設
立
し
て
の
町
づ
く
り
も
良
い
の

で
す
が
、色
々
な
角
度
か
ら
着
眼

を
し
て
、取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
朝
倉
鉱
山
跡
地
に

つ
い
て
で
す
が
、こ
こ
も
以
前
、

ふ
じ
湯
の
里
、岩
屋
公
園
、キ
ャ

ン
プ
場
と
連
携
し
た
観
光
地
に
し

よ
う
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま
し
た

が
、い
つ
の
ま
に
か
な
く
な
り
ま

し
た
。こ
こ
は
朝
倉
鉱
山
が
採
掘

し
た
跡
に
湖
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
、か
な
り
の
水
源
を
持
っ
て

い
ま
す
。３
年
前
の
災
害
で
、下
流

の
た
め
池
が
決
裂
し
、水
を
必
要

と
す
る
農
繁
期
に
、こ
の
水
を
く

み
上
げ
て
し
の
い
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、近
辺
に
は
貯
水
池
と

し
て
い
る
池
も
あ
り
、飲
料
水
と

し
て
有
効
利
用
で
き
る
と
思
い
ま

す
。こ
の
辺
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、ど
う
お
考
え
で
す
か
。

【
町
長
】

 

朝
倉
鉱
山
跡
地
に
つ
い

て
は
、旧
方
城
町
の
時
に
産
業
廃

棄
物
の
処
理
施
設
に
な
る
と
こ

ろ
を
環
境
保
全
、水
資
源
用
と
し

て
活
用
す
る
目
的
で
町
が
購
入

し
た
場
所
で
す
。現
在
の
と
こ

ろ
、具
体
的
な
策
は
進
め
て
い
ま

せ
ん
が
、企
業
誘
致
と
い
う
形

で
、そ
の
候
補
地
の
一
画
に
位
置

づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。水
資

源
の
利
用
と
し
て
は
、現
在
、久

六
地
区
の
第
一
隠
田
池
、浄
万
寺

地
区
の
奥
池
を
通
じ
て
、か
ん
が

い
用
水
、飲
料
水
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
す
。

水
資
源
と
し
て
利
用
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
が
、現
状

は
必
要
な
と
き
に
、ポ
ン
プ
で
組

み
上
げ
を
し
て
い
る
状
況
だ
と
思

い
ま
す
。何
か
が
あ
っ
た
と
き
に
、

そ
の
水
を
使
う
と
い
う
よ
う
な
暫

定
的
な
考
え
方
で
し
か
利
用
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。整
備
を
し
て
、水
資
源
と
し
て

使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

【
町
長
】

 

企
業
誘
致
の
観
点
、あ
る

い
は
旧
方
城
町
の
時
に
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
た
観
光
の
地
域

づ
く
り
を
含
め
て
、結
論
を
早
急

に
出
し
、ご
指
摘
の
よ
う
な
有
効

活
用
が
図
れ
る
よ
う
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

企
業
誘
致
と
い
う
よ
う
な

話
が
出
ま
し
た
が
、旧
方

城
町
の
と
き
に
産
業
廃
棄
物
の
処

理
施
設
と
い
う
こ
と
で
、町
民
を

上
げ
て
反
対
し
撤
回
を
し
て
い
る

土
地
で
す
。有
効
利
用
に
つ
い
て

は
、で
き
れ
ば
公
園
な
ど
と
し
て
、

当
初
か
ら
計
画
が
あ
っ
た
岩
屋

権
現
、ふ
じ
湯
の
里
と
の
連
携
を

図
っ
て
の
観
光
の
地
と
し
て
、活

用
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
、地
元
の
人
た
ち

も
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。ま
た
、町
の
た
め
に
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、前
向
き

に
検
討
し
て
早
急
に
結
論
を
出
し

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

湧
渕
団
地
の
、建
設
年
度
と

耐
震
調
査
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
住
宅
課
長
】

 

湧
渕
団
地
は
建
設
後
35
年

が
経
過
し
、老
朽
化
も
進
ん
で
い

ま
す
の
で
、本
年
度
に
耐
震
診
断

の
調
査
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計

画
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
の
で
、

耐
震
調
査
の
結
果
を
見
て
、計
画

を
進
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。湧

渕
団
地
は
、高
齢
者
や

障
が
い
者
の
方
も
住
ん
で

お
り
、一
番
困
っ
て
い
る
こ
と
は

階
段
の
上
り
降
り
で
す
。５
階
に

入
居
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。ま

た
駐
車
場
に
つ
い
て
も
、建
物
の

周
り
に
車
を
止
め
て
い
る
状
態
で

す
。車
が
入
っ
て
き
た
と
き
に
、通

り
に
く
い
な
ど
の
問
題
も
出
て
き

て
い
ま
す
。こ
の
様
な
こ
と
も
含

め
て
、ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。今
現
在
、改
修

等
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

【
住
宅
課
長
】

 

ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画

の
10
年
目
の
中
で
、個
別
改
善
事

業
を
補
助
事
業
で
お
こ
な
う
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。

こ
の
湧
渕
団
地
の
壁
は
、夏

場
に
な
る
と
焼
け
て
、夜
遅

く
ま
で
部
屋
の
中
が
暑
い
状
態
で

す
。そ
の
よ
う
な
調
査
も
実
施
し
て

い
た
だ
き
、対
処
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】

 

で
き
る
だ
け
入
居
さ
れ
て

い
る
方
々
が
、快
適
に
使
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
方
策
は
、な
る

べ
く
早
い
時
期
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
の
重
点
施
策
と
し
て
、

１
期
目
よ
り
少
人
数
学
級

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。町
独
自

堀江政洋 議員

湧
渕
団
地

今
後
の
教
育

原田幸美 議員

町
有
地
の
維
持
管
理
の

現
状
は
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で
教
師
を
採
用
し
、子
ど
も
た
ち

の
学
力
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、現
在
の
学
力
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

【
教
育
長
】

 

小
学
校
の
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
は
、筑
豊
地
区
で
１

位
の
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。中

学
校
に
つ
い
て
は
、ば
ら
つ
き
が

あ
り
ま
す
が
、真
ん
中
よ
り
少
し

下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
大
事
な
こ
と
は
学
校

に
行
っ
て
楽
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。昨
年
度
導
入
し
た
ユ

ビ
キ
タ
ス
授
業
に
つ
い
て
、現
在
、

子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

 

町
内
の
小
学
校
す
べ
て

に
、ユ
ビ
キ
タ
ス
授
業
を
導
入

し
て
い
ま
す
。導
入
当
初
は
、ユ

ニ
ー
ク
な
ソ
フ
ト
で
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
飛
び
つ

い
た
の
で
す
が
、現
在
は
残
念

な
が
ら
既
に
子
ど
も
た
ち
が
、

ソ
フ
ト
を
開
発
し
た
業
者
よ
り

も
進
歩
し
て
い
る
状
態
と
な
っ

て
お
り
、次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

子
ど
も
た
ち
が
予
知
で
き
る
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

何
回
か
授
業
参
観
へ
行
っ

た
の
で
す
が
、子
ど
も
た

ち
が
、先
生
や
授
業
な
ど
に
興
味

を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。教
育
長
か
ら
学
校
関
係
者

へ
指
示
等
し
て
い
ま
す
か
。

【
教
育
長
】

 

毎
月
お
こ
な
っ
て
い
る

校
長
会
で
は
、プ
ロ
と
し
て
の

意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

指
導
を
毎
回
し
て
い
ま
す
。教

頭
や
教
務
主
任
の
方
に
は
、教

育
長
室
に
招
い
て
、お
も
し
ろ

い
授
業
や
生
徒
た
ち
が
興
味
を

持
て
る
よ
う
な
授
業
は
何
な
の

か
と
い
う
話
し
を
、１
年
に
１

度
し
て
い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
が

十
分
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。子

ど
も
た
ち
は
新
学
期
が

始
ま
っ
て
１
週
間
ぐ
ら
い

で
、先
生
を
好
き
に
な
る
か
決
ま

る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
と
こ

ろ
を
十
分
含
め
て
、取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
併
当
初
よ
り
園
児
の
定

数
等
や
統
廃
合
等
の
問
題

で
、民
間
移
譲
の
話
し
が
進
ん
で

き
ま
し
た
が
、現
在
は
園
児
も
定

数
の
60
人
に
達
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
地
域
と
交
わ
り

な
が
ら
行
っ
て
い
る
第
一
保
育
所

を
、民
間
移
譲
に
と
こ
だ
わ
っ
て

い
る
理
由
は
何
で
す
か
。

【
町
長
】

 

旧
方
城
町
か
ら
の
取
り

組
み
を
引
き
継
い
で
い
ま
し
た

し
、
当
初
、
中
央
保
育
所
と
第

一
保
育
所
の
統
合
と
い
う
形
で

考
え
て
、こ
の
問
題
を
提
起
し

ま
し
た
。し
か
し
、地
元
の
保
育

所
と
し
て
根
づ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、地
域
の
方
々
か
ら

強
い
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

し
、老
朽
化
も
し
て
い
ま
す
。し

か
し
私
は
、町
営
の
保
育
所
に

つ
い
て
は
、で
き
る
だ
け
民
間

へ
移
行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。民
間
に
は
民
間
の
す
ば
ら

し
い
取
り
組
み
が
幾
つ
も
実
証

を
さ
れ
て
い
ま
す
。旧
金
田
町

の
時
に
、町
営
の
上
金
田
保
育

園
が
、そ
よ
風
保
育
園
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
町
営
の
保
育

所
が
建
て
替
え
る
場
合
、補
助

金
は
な
く
、単
費
で
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。民
間
の
場

合
は
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、財

政
的
な
こ
と
も
含
め
て
、よ
り

地
域
の
声
を
反
映
で
き
る
と
思

い
ま
す
の
で
、民
営
化
が
図
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

民
営
化
に
な
れ
ば
、
メ

リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、第
一
保
育

所
は
、環
境
的
に
も
す
ば
ら
し
い

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。町
独
自
で

障
害
者
等
を
取
り
入
れ
る
よ
う
な

形
を
と
っ
て
い
き
な
が
ら
、町
営

と
し
て
存
続
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

【
町
長
】

 

独
自
性
を
出
し
た
保
育

の
運
営
も
、当
然
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
事
々

も
含
め
て
、平
成
24
年
度
施
政

方
針
の
中
で
、民
営
化
に
向
け

て
の
協
議
を
具
体
的
に
地
域
の

方
々
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、ご

意
見
等
も
拝
聴
し
な
が
ら
、民

営
化
に
向
け
て
の
実
現
が
図
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。地
域

の
方
々
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
、最
終
的
な
結
論
を
出
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、少

し
掘
り
下
げ
て
執
行
部
の

真
意
を
聞
き
た
い
と
思
う
。町
長
の

一
つ
の
欠
点
は
、何
も
か
も
自
分
が

全
部
抑
え
て
指
示
を
す
る
が
、そ
の

こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。そ
れ
ぞ
れ

に
責
任
を
持
た
せ
れ
ば
、仕
事
が
で

き
る
人
は
必
ず
い
る
と
思
う
し
、ま

た
責
任
も
と
れ
な
い
様
な
形
の
中

で
し
て
は
い
け
な
い
。

　

私
は
行
財
政
改
革
一
本
で
や
っ

て
き
ま
し
た
。１
３
４
億
円
の
特
例

債
に
つ
い
て
も
有
効
に
使
っ
て
い

た
だ
き
、執
行
部
は
議
員
に
対
し

て
、不
公
平
の
な
い
対
応
を
と
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
申
し
上
げ
る
。

　

上
金
田
の
問
題
で
も
、古
門
高
木

橋
線
と
同
時
期
く
ら
い
に
発
注
し

た
工
事
が
、片
方
だ
け
片
付
い
た
の

で
は
、当
事
者
か
ら
は
不
平
不
満
が

出
る
。地
域
の
議
員
さ
ん
が
申
し
出

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、同
調
し
協
力

す
る
の
が
我
々
の
役
目
と
思
っ
て

い
る
。

　

ま
ず
水
道
問
題
、合
併
前
の
平
成

17
年
度
の
旧
三
町
の
水
道
代
の
未

納
は
い
く
ら
で
す
か
。

【
水
道
課
長
】

 

旧
赤
池
町
で
約
１
億

１
８
４
万
円
、旧
金
田
町
で
約

７
０
０
０
万
円
、
旧
方
城
町

約
５
０
０
万
円
、合
併
時
１
カ

月
分
が
約
５
０
０
万
円
、合
計

２
億
２
８
６
９
万
６
７
７
１
円

の
滞
納
額
が
今
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

合
併
時
の
滞
納
額
、約
２
億

２
８
０
０
万
円
が
減
っ
た

の
か
増
え
た
の
か
。

【
水
道
課
長
】

 

現
在
、収
納
対
策
専
門
で

２
名
臨
時
職
員
を
雇
用
し
、収
納

率
は
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

課
長
が
陣
頭
指
揮
を
と
っ

て
水
道
課
全
員
で
対
応
し

な
い
と
、２
名
の
臨
時
職
員
だ
け
に

任
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
い
け
な

い
。町
営
住
宅
の
水
道
代
の
滞
納
は

何
件
あ
り
ま
す
か
。

【
水
道
課
長
】

 

町
営
住
宅
は
２
０
０
３
件

で
す
。町
営
住
宅
、個
人
住
宅
と

い
う
形
で
の
滞
納
額
は
把
握
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
こ
と
で
仕
事
が

で
き
ま
す
か
。な
ぜ
徹
底
的

に
自
分
で
管
理
を
し
な
い
の
か
。

２
０
０
３
戸
の
中
で
滞
納
が
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。分
析
を
し
て
一

生
懸
命
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
、町
営
住
宅
は
何
カ
所
あ
り
ま

す
か
。【

住
宅
課
長
】

 

50
団
地
で
す
。

滞
納
の
多
い
と
こ
ろ
は
把

握
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。私

の
調
査
で
は
余
り
に
も
団
地
で
滞

納
率
に
格
差
が
あ
る
。全
体
的
に
滞

納
率
は
何
％
に
な
り
ま
す
か
。

【
住
宅
課
長
】

 

50
団
地
全
体
で
57
・
02
％

で
す
。水

道
代
の
滞
納
率
は
何
％

に
な
り
ま
す
か
。

【
水
道
課
長
】

 

平
成
24
年
１
月
現
在
で
、

徴
収
率
が
93
・
８
％
で
す
。町
営

住
宅
の
分
に
つ
い
て
は
把
握
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

魂
を
込
め
て
仕
事
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

次
に
、差
し
押
さ
え
は
ど
の
く
ら

い
の
効
果
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

【
税
務
課
長
】

 

平
成
22
年
度
の
差
し
押
さ

え
件
数
は
全
体
で
２
４
９
件
で

す
。町
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自

動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
の
４

税
、総
括
で
３
８
７
０
万
円
で
す
。

そ
の
中
で
ど
の
く
ら
い
収

入
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

【
税
務
課
長
】

 

差
し
押
さ
え
で
約
８
２
０
万

円
換
価
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
で
滞
納
額
は

い
く
ら
で
す
か
。

【
財
政
課
長
】

 

平
成
24
年
１
月
末
現
在
で
、

現
年
度
分
は
合
計
で
５
億
５
２

８
３
万
９
１
８
４
円
で
す
。

平
成
24
年
度
分
を
合
わ
せ

る
と
滞
納
額
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

【
税
務
課
長
】

 

平
成
24
年
１
月
末
現
在
で
、

す
べ
て
込
み
で
約
30
億
９
２
０
０
万

円
で
す
。不

納
欠
損
額
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

【
財
政
課
長
】

 

平
成
18
年
か
ら
22
年
度
ま

で
の
合
計
で
２
億
６
９
３
１
万

９
５
８
４
円
を
不
納
欠
損
し
て

い
ま
す
。平

成
23
年
度
の
不
能
欠
損

分
と
、合
併
時
に
行
き
先
不

明
な
ど
で
徴
収
で
き
な
か
っ
た
約

１
億
円
を
入
れ
る
と
、全
体
的
に
滞

納
額
は
35
億
か
ら
36
億
円
を
に
な

る
と
私
は
思
う
。こ
れ
が
個
人
な
ら

既
に
破
産
で
す
。収
支
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
ず
に
、ど
う
し
て
仕
事
が
で

き
ま
す
か
。水
道
代
の
滞
納
は
今
年

は
減
っ
た
と
い
う
が
、合
併
し
て
５

年
間
で
単
純
計
算
も
５
千
万
円
は

増
え
て
い
る
。住
宅
の
滞
納
も
増
え

て
い
る
。一
生
懸
命
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
を
、町
長
含
め
て
再
認

識
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、給
食
セ
ン
タ
ー
は
約
11
億

円
か
け
て
建
て
た
が
、許
容
範
囲
を

お
聞
き
し
ま
す
。

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
長
】

 

現
在
、窯
が
４
基
で
１
窯

４
０
０
食
分
、最
大
１
６
０
０
食
ぐ

ら
い
が
処
理
で
き
ま
す
。こ
こ
２
年

間
の
最
大
食
数
は
１
５
３
０
食
で

す
。災
害
等
々
見
据
え
た
と
こ
ろ

で
、窯
を
も
う
１
基
設
置
す
れ
ば

２
０
０
０
食
ま
で
対
応
で
き
ま
す
。

主
食
と
副
食
を
入
れ
て
の

１
６
０
０
食
と
い
う
事
だ

と
思
う
が
、赤
池
と
方
城
の
小
中
学

校
で
生
徒
数
は
何
人
で
す
か
。

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
長
】

 

児
童
生
徒
、教
職
員
ま
で

入
れ
て
、
３
月
１
日
現
在
で

１
４
１
６
人
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
約
11
億

円
も
か
か
っ
た
。な
ら
ば
先

の
考
え
が
あ
る
の
か
。金
田
は
当

初
か
ら
加
わ
ら
な
い
と
い
う
形
で

あ
っ
た
が
、将
来
の
問
題
も
考
慮
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。特
例
債
も
あ

と
２
年
で
な
く
な
る
中
、赤
池
中
学

校
よ
り
６
年
も
古
い
金
田
中
学
校

は
建
て
替
え
ず
、赤
池
中
学
校
を
建

て
替
え
る
と
い
う
形
は
、何
ら
か
の

理
由
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す

が
、そ
う
い
う
不
公
平
も
今
後
は
慎

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。滞
納
額
を
増

や
す
こ
と
を
し
な
い
よ
う
努
力
願

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
み
ん
な
の
責
任
で
す
。

　

特
に
今
回
は
心
か
ら
忠
告
し
て
お

き
ま
す
。責
任
は
必
ず
自
分
で
と
る

こ
と
。い
ろ
ん
な
中
で
人
か
ら
疑
わ

れ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
よ
う
、

重
ね
て
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。 属　公弘 議員

行
財
政
改
革

第
一
保
育
所
の
今
後
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梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま
す
が
、災
害
が
発
生
し
た
と

き
の
準
備
や
用
意
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
平
成
21
年
・
22
年
の
集
中

豪
雨
な
ど
、各
地
で
思
い
も
よ
ら
な
い
大
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。福
智
町
で
も
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。ま
た
福
智
山
断
層
も
あ
り
ま
す
。『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』と
よ

く
言
い
ま
す
が
、日
頃
か
ら
、非
常
時
を
想
定
し
た
備
え
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

福
智
町
の
防
災
計
画
は
平
成
19
年
4
月
に
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、議

会
に
お
い
て
も
災
害
時
の
避
難
場
所
や
避
難
施
設
の
確
保
、避
難
者
の
誘

導
や
避
難
経
路
の
周
知
徹
底
、ま
た
負
傷
者
の
救
助
体
制
や
各
関
係
機
関

へ
の
連
絡
体
制
な
ど
、訓
練
を
実
施
し
な
が
ら
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。ま
た
事
前
に
、が
け
崩
れ
や
土
砂
崩
れ
の
可
能
性
が
あ
る
箇
所

の
点
検
や
整
備
な
ど
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
、福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
爆
発
、大
型
台
風
12
号

が
近
畿
・
中
部
地
方
に
も
た
ら
し
た
大
災
害
な
ど
、多
く
の
被
災
者
や
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
、京
都
・
愛
知
・
千
葉
と
続
け
て
歩
行
者
や
通
学
路
の
児

童
に
車
が
突
っ
込
み
、死
傷
者
が
出
る
痛
ま
し
い
事
故
が
続
い
て
い
ま

す
。福
智
町
で
も
危
険
な
通
学
路
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、早
急
に
全

通
学
路
を
見
直
し
、安
全
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
学
校
と
相
談
し

な
が
ら
町
に
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
田
植
え
も
始
ま
り
、台
風
シ
ー
ズ
ン
も

や
っ
て
来
ま
す
。極
地
的
な
集
中
豪
雨
や
強
風
に
も
注
意
が
必
要
で
す

が
、地
震
も
何
時
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』

自
分
で
出
来
る
こ
と
は
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
私
事
に
な
り
ま
す
が
、近
頃
の
気
候
の
変
化
に
体
調
が

つ
い
て
い
け
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら

議
会
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、皆
様
も
十
分
留

意
さ
れ
ご
自
愛
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

渡
邉　

文
敏

『
藤
寺
』と
呼
ば
れ
る
定

禅
寺（
弁
城
地
区
）の
境
内

に
、樹
齢
5
0
0
年
以
上
と

い
わ
れ
る
見
事
な
藤
が
咲

き
誇
り
ま
す
。毎
年
、4
月

下
旬
か
ら
5
月
上
旬
に
見

ご
ろ
を
迎
え
、美
し
い
薄
紫

の
花
と
甘
い
香
り
が
、た
く

さ
ん
の
花
見
客
を
喜
ば
せ

ま
す
。

福
岡
県
指
定 

天
然
記
念
物

（
定
禅
寺
）

こ
う　

じ
ょ
う

ふ
じ

迎
接
の
藤

紹
介

表
紙
の紹

介

表
紙
の

福
智
町
議
会
だ
よ
り
 vol.1

9
2012.06

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』

編集
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